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今
年
１
月
に
桜
井
新
町
長
が
誕
生
し
初
め
て
の

令
和
３
年
３
月
今
議
は
３
月
１
日
か
ら
19
日
ま
で

開
催
し
ま
し
た
。予
算
特
別
委
員
会
審
査
、23
議
案
、

人
事
案
件
に
つ
い
て
活
発
な
質
疑
が
出
さ
れ
審
議

を
行
い
ま
し
た
。

　
町
長
の
「
す
べ
て
の
人
が
幸
せ
に
な
る
町
を
目

指
し
ま
す
」
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
実
現
に
、
議
会
と
し

て
も
全
力
で
取
り
組
み
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
議
会
だ
よ
り
を
こ
の
メ
ン
バ
ー
で
発
行
す
る
こ

と
は
今
号
が
最
終
と
な
り
ま
し
た
。
２
年
間
８
回

お
届
け
し
ま
し
た
。
こ
の
間
台
風
19
号
に
よ
る
甚

大
な
災
害
、
そ
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

発
生
に
よ
り
状
況
が
一
変
し
、
世
界
中
の
人
々
が

こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
不
自
由
な
生
活

を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
議
会
に
お
い
て
も
一

般
質
問
の
短
縮
や
議
会
報
告
会
・
意
見
交
換
会
の

中
止
・
延
期
な
ど
皆
様
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
ま
し
た
。

　
ま
も
な
く
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
が
始
ま
り
コ
ロ
ナ

ア
フ
タ
ー
の
生
活
が
待
た
れ
ま
す
。
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
無
事
開
催
を
念
じ
つ
つ

広
報
委
員
一
同
、
皆
様
の
ご
協
力
に
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
。

発
行
責
任
者

　
議

　
　長

　関

　
　悦
子

議
会
広
報
常
任
委
員
会

　
委
員
長

　中
村

　雅
代

　副
委
員
長

　竹
内

　淳
子

　委

　
　員

　関

　
　良
幸

　
　

 

〃 

　
　小
渕

　
　晃

　
　

 

〃 

　
　関
谷

　明
生

　
　

 

〃 

　
　渡
辺

　建
次

　
　

 

〃 

　
　関

　
　悦
子
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去
る
３
月
５
日
、
令
和
３
年
３
月
会
議
一

般
質
問
第
２
日
目
の
一
部
分
を
傍
聴
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
私
は
、
小
布
施
町
の
「
保
育
の
質
」
に
関

心
が
あ
る
の
で
、
議
員
が
質
問
す
る
時
間
に

合
わ
せ
て
傍
聴
席
に
座
り
ま
し
た
。

　
議
員
が
「
保
育
の
質
の
確
保
に
つ
い
て
」

質
問
し
、
教
育
次
長
か
ら
小
布
施
町
の
保
育

の
現
況
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
議
員
か
ら
再

質
問
も
あ
り
ま
し
た
。
質
問
と
答
弁
か
ら
、

現
在
の
課
題
は
、
２
０
１
９
年
10
月
か
ら
幼

児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
が
実
施
さ
れ
、
未

満
児
保
育
入
所
の
申
込
が
増
加
し
た
こ
と
と

（
特
に
認
定
こ
ど
も
園
栗
ガ
丘
幼
稚
園
）、
保

育
士
の
確
保
が
難
し
い
と
の
こ
と
等
で
し
た
。

　
未
満
児
が
増
え
、
保
育
室
が
狭
い
の
で
は

な
い
か
。
保
育
士
の
事
務
作
業
が
多
す
ぎ
る

の
で
は
な
い
か
等
の
問
題
が
提
起
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
課
題
・
問
題
点
に
つ
い
て
は
、

町
の
限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
あ
っ
て
も
子
ど

も
の
権
利
を
保
障
す
る
た
め
、
子
育
て
世
代

を
支
援
す
る
た
め
に
、
最
優
先
で
対
応
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
、
町
民
の
一
人
と
し
て
強

く
思
い
ま
し
た
。

　
保
育
の
現
場
を
経
験
し
た
方
が
、
議
員
と

し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
心
強
い
と
感

じ
ま
し
た
。
具
体
的
な
「
保
育
の
質
」
に
つ

い
て
は
、
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
等
で
議
論
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
、多
く
の
方
に
関
心
を
も
っ

て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

　
私
自
身
、
か
つ
て
長
年
に
わ
た
り
小
布
施

町
の
幼
稚
園
・
保
育
園
へ
勤
務
し
、
子
ど
も

た
ち
が
成
長
す
る
感
動
的
な
場
面
に
数
多
く

立
ち
会
え
た
こ
と
は
、
大
き
な
財
産
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
小
布
施
町
の
保
育
の
質
が

よ
り
良
く
確
保
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
。

議

　会

　傍

　聴

　記

３
月
会
議
一
般
質
問
を傍

聴
し
て

上原　洋子
（松の実）
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令和3年度一般会計当初予算

主な歳入項目の説明

52億2,500万円（前年度比　3億4,900万円の増）を可決

町税    

ふるさと応援寄附金

繰入金   

町債

新型コロナウイルスの影響による減収を考慮。「個人町民税」は前
年度比4.1％減、「法人町民税」は前年度比37.1％減

前年度比42.9％増の5億円を見込む

財源不足を補うため、「財政調整基金」や「ふるさと応援基金など」
より繰り入れる

実質的な町債額は2億4,600万円建設町債は、道路・水路等の整備
の他、小・中学校特別教室棟のエアコン整備など

主な歳出項目の説明
人件費
公債費
普通建設事業費
    
物件費
    
補助費等

一般職員の給料や会計年度任用職員の報酬など
借換債分を除いた実質的な公債費は2億9,253万円
橋梁補修工事、おぶせガイドセンター修繕工事、中学校特別教室棟
エアコン整備工事、トレーニングセンター大規模改修工事など
災害対策用備品、中学校教科書指導書、地域おこし協力隊業務委
託料、国土強靭化基本計画策定委託料など
地域おこし協力隊活動費補助金、企業支援補助金、北信保健衛生
施設組合負担金など

　3月会議は、3月1日（月）より3月19日（金）までの19日間の日程で行いました。審議内容
は、条例の一部改正7件、令和3年度予算7件、令和2年度補正予算5件、その他4件の計23
議案のほか、追加議案としての議員提案2件と人事案件（教育長や農業委員会委員9名など）

12件を、原案どおり可決しました。
　なお、令和3年度の議会会期を、令和3年3月1日から令和4年2月28日までの365日間と
定めました。

歳　出
52億2,500万円

人件費
22.8％

11億9,012万円

扶助費
10.5％

5億4,745万円

公債費
7.3％

3億8,073万円

普通建設
事業費
7.8％

4億811万円

物件費
21.1％

11億633万円

補助費等
12.3％

6億4,353万円

繰出金
12.3％

6億4,351万円

その他
5.9％

3億522万円

歳　入
52億2,500万円

町　税
10億7,025万円

町税
20.5％

10億7,025万円

繰入金
7.3％

3億7,948万円

諸収入
2.6％

1億3,769万円
その他
13.1％

6億8,387万円

地方交付税
32.0％

16億7,400万円

国・県支出金
11.6％

6億351万円

地方特例交付金
0.8％

4,200万円

町債
6.4％

3億3,420万円

その他
5.7％
3億円

個人町民税
42.4％

4億5,363万円

法人町民税
2.3％

2,478万円

固定資産税
45.7％

4億8,873万円

町たばこ税
5.4％

5,828万円

その他
4.2％

4,483万円
令和3年度一般会計歳入予算 令和3年度一般会計歳出予算（性質別）

自主財源
依存財源

■
■

義務的経費
投資的経費
その他の経費

■
■
■
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《第1分科会》
【歳入・財政係】
Ⓠ町民税（4億7,841万円）は、前年比3,397万円減である
が算出根拠は。
A個人分（4億5,363万円）はコロナ禍の影響を見て県の
見込み同様前年比95％で算出。法人分（2,478万円）は
コロナ禍による減少を見込んだ。
Ⓠ固定資産税（4億8,873万円）は、前年比1,745万円減で
あるがその理由は。
A中小企業に対するコロナ禍による減免を見込んだ。

【総務費・企画係】
Ⓠ基幹系システム共同化負担金（2,853万円）の内容と委
託先は。
A役場全体のシステムの構築。自治振興組合に委託予
定。
Ⓠおぶせ交流館管理費（155万円）は新たに指定管理に
したにもかかわらず前年比増となったのはなぜか。
A利用者増により光熱費等の経費が増えたことによる。
Ⓠふるさと納税事務業務委託料（2,200万円）の内訳と委
託先は。
A寄付金5億円の4％+消費税で、農産物事情に詳しい町
内の業者に委託予定。

【総務費・財政係】
Ⓠ公共施設等総合管理計画改訂業務委託料（326万円）
の内容は。
A平成23年作成したものを改定するものである。

【総務費・定住交流係】
Ⓠ地域おこし協力隊業務委託料（1,720万円）と活動費補
助金（773万円）の内容は。
A1人増で6人となり、委託料1人270万円で前年より30万
円増となった。活動費は、家賃や車のリース料などの補
助である。
Ⓠ東大先端研共同研究委託料（170万円）は何年計画な
のか。成果目標を設定し事業を進めるべきではない
か。
A5年が終わり新たに3年を予定。東大とよく打ち合わせ
て成果が出るようにしたい。

Ⓠ東大先端研、慶応SFC等の学生の活動を住民に理解
を得られるように広報の充実を図るべきではないか。
A町報1月号で活動を特集したがより広報の充実を図りた
い。
Ⓠ定住促進事業費の中にUターンを促進する事業は含ま
れているのか。
A単独の事業はないが、楽園信州推進協議会への参加
（負担金2万円）と商工振興係で長野地域UJIターン就
職促進事業負担金として20万円を予定。

【総務費・総務係】
Ⓠ防災まちづくり研究委託料（100万円）の長野高専とは
何年を目途に行うのか。
A令和3年度から3年間の予定。
Ⓠ防災対策費の備品購入費（320万円）の内訳は。
A災害対策用備品として、令和2年は食料品・水の備蓄を
進めたが、令和3年はトイレ2基、防災無線デジタル化8
台を予定。

【農林水産業費・農業振興係】
Ⓠ農業次世代人材投資事業資金経営開始型（1,350万
円）及び準備型（150万円）の算出根拠は。
A経営開始型は5年間で2夫婦、準備型は2年間で2人を
予定。

Ⓠ収入保険掛金助成事業補助金（143万円）の算出根拠
は。
A30％補助で40人を想定。
Ⓠ小布施ファーマーズ活動交付金（170万円）の内容は。
A3年計画の3年目で、マルシェ等の出店及び販路拡大に
かかる経費を支援。

【商工費・商工振興係】
Ⓠおぶせガイドセンター修繕工事費（1,008万円）の内容
は。
A建物の基礎部分の修繕費。

【土木費・建設管理係】
Ⓠ道路補修事業費（1,874万円）、水路新設改良事業費
（6,602万円）は、優先順位はどのように選定している
のか。
A地域のバランスを考慮しながら順次実施。水路は町の
下流部を優先して実施。

【消防・総務係】
Ⓠ千曲川右岸堤防水防活動工事費（3,319万円）の土嚢
設置区間と前年度の100ｍ当たりの単価の差異は。
A越水地点に設置。前年度は早急な事業で入札ができな
かったが今回は入札で経費節減を図る。

《第2分科会》
【民生費・生涯学習係】
Ⓠ部落解放関係団体補助金（312万円）は、前年度はコロ
ナ禍で活動が滞り支出は減額していると思われるが、
今年度が同額予算である理由は。
A今年度も活動状況によって決算で清算する。

【民生費・福祉係】
Ⓠ成年後見支援事業委託料（240万円）の委託先とその
理由は。
A専門的な対応ができ、3市町村の窓口として内容を充実
させるために須坂市社協に委託。委託料は、3市町村の
人口割などで算出。

【民生費・保育園】
Ⓠファミリーサポートセンターの現状は。
Aもともとボランティアベースで行ってきた。依頼会員は
増えているが、高齢化などに伴い提供会員が少なくなっ
てきている。

【民生費・健康係】
Ⓠおぶせスタディ実施委託料（300万円）の内容は。
A平成26年から29年の4年間、第1期として毎年100名の

方に調査・検査を実施。平成26年度に実施した方を対
象に、第2期調査を新生病院に委託する。
Ⓠ産後ケア事業委託料（80万円）の内容と委託先は。
A産後ケア事業の強化を目的とし、育児不安の人のため
に信州医療センターや北信病院、産婦人科や助産院に
委託。

【民生費・住民係】
Ⓠ環境美化運動の日事業費（25万円）の内容と見直し
は。
Aゴミゼロの日として5月30日に県下一斉に実施。各自治
会でよろずぶしんの名で実施。苦情の多い栗葉処理は
別途考えたい。
Ⓠ不法投棄防止の対策についてはどのように考えている
か。
A不法投棄の傾向として河川敷が多いので新たに立て看
板を設置し啓発したい。

【教育費・生涯学習係】
Ⓠ高井鴻山記念館及びおぶせミュージアムの土地借上料
（70万円・885万円）に関して今後の見直しはどのよう
に考えているか。また、購入を検討していく必要がある
のではないか。
A毎年値下げ交渉をしているが、2施設だけでなくすべて
の借上料については購入が可能か否かを含めて検討し
ていきたい。
Ⓠ体育団体補助金（240万円）のスラックライン推進機構
への内訳は。
A120万円。国内大会を開催することを前提に前年度と同
額の予算とした。
Ⓠ小布施シアター活動交付金（130万円）は、クラウドファ
ンディングなどを検討すべきではないか。
A県の補助金が終了し町に要望があり文化的事業として
必要と判断した。
Ⓠ文化・スポーツ団体への補助金は、期限を設けて団体
自らが自立していくことが必要なのではないか。
Aこれら補助金は、トータルするとかなりな金額になって
いることは事実。財政改革の一環として検討していきた
い。

　第1分科会は総務課・財務課・企画政策課・産業振興課・建設水道課を、第2分科会は健康福祉
課・教育委員会の所管にかかわる予算を慎重に審議いたしました。数多くの質疑がありましたが、
その中からいくつか要旨を列記します。

令和３年度の予算を慎重に審議
令和３年度の一般会計及び特別会計を予算特別委員会（小林一広委員長）で審査しました。
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《第1分科会》
【歳入・財政係】
Ⓠ町民税（4億7,841万円）は、前年比3,397万円減である
が算出根拠は。
A個人分（4億5,363万円）はコロナ禍の影響を見て県の
見込み同様前年比95％で算出。法人分（2,478万円）は
コロナ禍による減少を見込んだ。
Ⓠ固定資産税（4億8,873万円）は、前年比1,745万円減で
あるがその理由は。
A中小企業に対するコロナ禍による減免を見込んだ。

【総務費・企画係】
Ⓠ基幹系システム共同化負担金（2,853万円）の内容と委
託先は。
A役場全体のシステムの構築。自治振興組合に委託予
定。
Ⓠおぶせ交流館管理費（155万円）は新たに指定管理に
したにもかかわらず前年比増となったのはなぜか。
A利用者増により光熱費等の経費が増えたことによる。
Ⓠふるさと納税事務業務委託料（2,200万円）の内訳と委
託先は。
A寄付金5億円の4％+消費税で、農産物事情に詳しい町
内の業者に委託予定。

【総務費・財政係】
Ⓠ公共施設等総合管理計画改訂業務委託料（326万円）
の内容は。
A平成23年作成したものを改定するものである。

【総務費・定住交流係】
Ⓠ地域おこし協力隊業務委託料（1,720万円）と活動費補
助金（773万円）の内容は。
A1人増で6人となり、委託料1人270万円で前年より30万
円増となった。活動費は、家賃や車のリース料などの補
助である。
Ⓠ東大先端研共同研究委託料（170万円）は何年計画な
のか。成果目標を設定し事業を進めるべきではない
か。
A5年が終わり新たに3年を予定。東大とよく打ち合わせ
て成果が出るようにしたい。

Ⓠ東大先端研、慶応SFC等の学生の活動を住民に理解
を得られるように広報の充実を図るべきではないか。
A町報1月号で活動を特集したがより広報の充実を図りた
い。
Ⓠ定住促進事業費の中にUターンを促進する事業は含ま
れているのか。
A単独の事業はないが、楽園信州推進協議会への参加
（負担金2万円）と商工振興係で長野地域UJIターン就
職促進事業負担金として20万円を予定。

【総務費・総務係】
Ⓠ防災まちづくり研究委託料（100万円）の長野高専とは
何年を目途に行うのか。
A令和3年度から3年間の予定。
Ⓠ防災対策費の備品購入費（320万円）の内訳は。
A災害対策用備品として、令和2年は食料品・水の備蓄を
進めたが、令和3年はトイレ2基、防災無線デジタル化8
台を予定。

【農林水産業費・農業振興係】
Ⓠ農業次世代人材投資事業資金経営開始型（1,350万
円）及び準備型（150万円）の算出根拠は。
A経営開始型は5年間で2夫婦、準備型は2年間で2人を
予定。

Ⓠ収入保険掛金助成事業補助金（143万円）の算出根拠
は。
A30％補助で40人を想定。
Ⓠ小布施ファーマーズ活動交付金（170万円）の内容は。
A3年計画の3年目で、マルシェ等の出店及び販路拡大に
かかる経費を支援。

【商工費・商工振興係】
Ⓠおぶせガイドセンター修繕工事費（1,008万円）の内容
は。
A建物の基礎部分の修繕費。

【土木費・建設管理係】
Ⓠ道路補修事業費（1,874万円）、水路新設改良事業費
（6,602万円）は、優先順位はどのように選定している
のか。
A地域のバランスを考慮しながら順次実施。水路は町の
下流部を優先して実施。

【消防・総務係】
Ⓠ千曲川右岸堤防水防活動工事費（3,319万円）の土嚢
設置区間と前年度の100ｍ当たりの単価の差異は。
A越水地点に設置。前年度は早急な事業で入札ができな
かったが今回は入札で経費節減を図る。

《第2分科会》
【民生費・生涯学習係】
Ⓠ部落解放関係団体補助金（312万円）は、前年度はコロ
ナ禍で活動が滞り支出は減額していると思われるが、
今年度が同額予算である理由は。
A今年度も活動状況によって決算で清算する。

【民生費・福祉係】
Ⓠ成年後見支援事業委託料（240万円）の委託先とその
理由は。
A専門的な対応ができ、3市町村の窓口として内容を充実
させるために須坂市社協に委託。委託料は、3市町村の
人口割などで算出。

【民生費・保育園】
Ⓠファミリーサポートセンターの現状は。
Aもともとボランティアベースで行ってきた。依頼会員は
増えているが、高齢化などに伴い提供会員が少なくなっ
てきている。

【民生費・健康係】
Ⓠおぶせスタディ実施委託料（300万円）の内容は。
A平成26年から29年の4年間、第1期として毎年100名の

方に調査・検査を実施。平成26年度に実施した方を対
象に、第2期調査を新生病院に委託する。
Ⓠ産後ケア事業委託料（80万円）の内容と委託先は。
A産後ケア事業の強化を目的とし、育児不安の人のため
に信州医療センターや北信病院、産婦人科や助産院に
委託。

【民生費・住民係】
Ⓠ環境美化運動の日事業費（25万円）の内容と見直し
は。
Aゴミゼロの日として5月30日に県下一斉に実施。各自治
会でよろずぶしんの名で実施。苦情の多い栗葉処理は
別途考えたい。
Ⓠ不法投棄防止の対策についてはどのように考えている
か。
A不法投棄の傾向として河川敷が多いので新たに立て看
板を設置し啓発したい。

【教育費・生涯学習係】
Ⓠ高井鴻山記念館及びおぶせミュージアムの土地借上料
（70万円・885万円）に関して今後の見直しはどのよう
に考えているか。また、購入を検討していく必要がある
のではないか。
A毎年値下げ交渉をしているが、2施設だけでなくすべて
の借上料については購入が可能か否かを含めて検討し
ていきたい。
Ⓠ体育団体補助金（240万円）のスラックライン推進機構
への内訳は。
A120万円。国内大会を開催することを前提に前年度と同
額の予算とした。
Ⓠ小布施シアター活動交付金（130万円）は、クラウドファ
ンディングなどを検討すべきではないか。
A県の補助金が終了し町に要望があり文化的事業として
必要と判断した。
Ⓠ文化・スポーツ団体への補助金は、期限を設けて団体
自らが自立していくことが必要なのではないか。
Aこれら補助金は、トータルするとかなりな金額になって
いることは事実。財政改革の一環として検討していきた
い。

　第1分科会は総務課・財務課・企画政策課・産業振興課・建設水道課を、第2分科会は健康福祉
課・教育委員会の所管にかかわる予算を慎重に審議いたしました。数多くの質疑がありましたが、
その中からいくつか要旨を列記します。

令和３年度の予算を慎重に審議
令和３年度の一般会計及び特別会計を予算特別委員会（小林一広委員長）で審査しました。

今年度から指定管理となったおぶせ交流館
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●賛成討論●　小西和実議員
　令和３年度の一般会計当初予算は、総額52億円余りで前年対比7.2％の増加であり、歳入の主なものとして、
町税は前年対比マイナス4.3％、地方交付税は6.6％の増で１億300万円の増、国庫支出金も6.8％の増で3,843万
円が見込まれています。また、ふるさと応援寄付金は前年より１億5,000万円多い５億円を見込んでいます。
改めて小布施町を応援くださっている多くの皆様に感謝を申し上げます。
　歳出の新たな施策や重点施策のうち、幼保小中一貫教育では「ＩＴ環境の充実と生活実態調査の実施」、
体育施設整備事業では「トレーニングセンター大規模修繕工事」を、また、防災まちづくり事業では「千曲
川、松川の災害想定の調査研究費」、経済対策では、新型コロナ感染による影響を受けている方々への支援
や新たな起業者への支援による活力と賑わいのある街づくりを目指しています。
　福祉関係では、生活支援コーディネーターの配置により、共生社会の構築を進め、また、教育関係では引
き続き、小中学校に「不登校対策生活支援員」を配置し、積極的な支援をしていくこととしています。
新型コロナウイルス感染症の影響により今後の地域経済は不透明な状況が続くと思われますが、予算執行に
当たっては桜井新町長が掲げる町民の皆さんの「幸せ」のための町政が運営されることを願い、令和３年度
一般会計予算の賛成討論といたします。

●反対討論●　小林正子議員
　一昨年の台風19号災害に続き新型コロナウイルス感染の拡大に見舞われ、私たちの生活は大変苦しい状況
にあり、町政は町民の生活が少しでも良くなる施策が求められています。
　ところが「小布施の町政は外向きだ」と言う声が聞かれ、特に国保税の負担が重いなどきめ細やかな施策
に欠けています。また教育では障がいのある児童の放課後の居場所が町にはなく、長野市・須坂市・中野市
の関係機関を利用せざるを得ない状況が何年も続いたままです。老人福祉センター桃源荘に至っては施設の
老朽化が深刻であり建て替え要望が強いにもかかわらず計画は一向に進んでおらず、避難所としての環境整
備も不十分でありエアコン設置の予定すらありません。
　その他、人権同和政策費の減額、さる・カラスなどの鳥獣被害対策の充実、水路計画の練り直し、未登記
の町道の登録、高井鴻山記念館の老朽化対策及び防火対策など町民の願いをしっかり受け止め町政に生かし
ていただきたい。
　そして、職員が健康でいきいきと働ける職場環境の改善を整備し、町民の命と生活を守り、町民の声なき
声が届く町政への転換を期待します。
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小布施町組織条例の一部を改正する条例

おぶせ交流館の指定管理者について

小布施町介護保険条例の一部を改正する条例

令和２年度小布施町国民健康保険特別会計補正予算

令和２年度小布施町後期高齢者医療特別会計補正予算

令和２年度小布施町介護保険特別会計補正予算

令和３年度小布施町一般会計予算

令和３年度小布施町国民健康保険特別会計補正予算

令和３年度小布施町後期高齢者医療特別会計補正予算

令和３年度小布施町介護保険特別会計補正予算

小布施町教育長の任命

本会議で賛否が分かれた議案令和３年度予算に対する付帯決議、予算委員会から提出

令和３年度　予算要望と回答
議会から要望した６事項に対する町の回答を下記にまとめました。

　予算の執行にあたり、下記の事項について対応す
ることを強く求める。
１　ふるさと応援寄付金は年々増加しており、町の
さまざまな事業に活用されています。
　　しかし、近年返礼品に対する制度改正が行われ
ており社会経済状況の著しい変化の中で、今後の
制度内容や年ごとの寄付金額は不透明で不安定な
状況になると思われます。
　　ふるさと応援寄付金の活用及び関連する事業に

子どもの健全育成や高齢者の生活を守る
ため、保育士、放課後児童支援員、介護

福祉士、保健師、栄養士及び図書館司書等専門職の
人材の確保を図られたい。

専門職の確保は、町にとって喫緊の課題
と認識しているが、業務必要量から判断

すると雇用するには無理があるので、県機関の支援
を要請し現場につなぐ。保育士の正規採用を増員し
ます。

コロナ禍の影響による経済的な問題を抱
えている町民へは、相談窓口の案内など

きめ細かな対応を心掛け、個々の実情に応じた支援
ができる体制の充実を図られたい。

町民への相談体制については、健康福祉
課が就業支援が必要な場合には産業振興

課がそれぞれ担当し、必要な支援先につなぎます。
現時点では、経済相談はほとんど寄せられておりま
せんが、総合的な相談窓口を開設し全庁的な対応と
継続的なフォローを行える仕組みづくりを検討して
まいります。

町税、貸付金等の滞納が危惧される中、
納税相談の対策を講じるとともに、町財

政運営に支障が生じないように未納額の回収に努め
られたい。

分納等納税方法を相談しておりますが、
コロナ禍の影響による町税未納の対応に

苦慮しています。滞納整理を強化するとともに、丁
寧に相談に応じてまいります。

町職員の研修は、時代の変化に要する研
修に加え、質の高い町民サービスを提供

できる職員の育成を目指すため、知識の習得や先進
地視察の機会拡大を図る予算の確保を行っていただ
きたい。

職員の健康管理や職場環境の改善は重要
な課題となっています。メンタルヘルス

やハラスメント防止など毎年必ず全職員向けに実施
し、各職場の共通認識の醸成を図ります。また、
「人材育成基本方針」の見直しを行い知識習得に取
り組みます。

補助金及び交付金については、交付団体
の運営対象となる各種イベントが補助金

の依存体質になっていないか、その対象や町内外の
波及効果を見極め、期限を設けるなど見直しの検討
をし、予算計上をしていただきたい。

波及効果が図られていると考え予算計上
しています。団体の重要な財源となって

いることから、協議を続けながら必要性を確認し見
直し等を検討します。

地球温暖化対策における温室効果ガス削
減を目指すため、国・県の補助金を視野

に、具体的な施策を行えるように取り組んでいただ
きたい。

昨年度、世界首長契約に署名し、公共施
設から排出される温室ガスの現状分析を

行った。３年度は、成果を広く町民に発信し、施策
への関心を高めるとともに、国・県の補助金を活用
し推進に取り組んでまいります。

関しては、計画的及び効率的に行うとともに歳出
の抑制を図り執行されたい。
２　住民団体への各種補助金及び交付金について
は、団体の自立した活動を促し、継続して実施さ
れることと、また、財政的にも自立できるように
支援するものであり慣例的に交付することなく活
動実態を把握し、適正な支出をするよう十分配慮
されたい。

要望１

回　答

要望4

回　答

要望5

回　答

要望6

回　答

要望2

回　答

要望3

回　答

※付帯決議とは　　委員会が議案を可決する際に当該委員会の意思を表明するものとして行う決議のこと。
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●賛成討論●　小西和実議員
　令和３年度の一般会計当初予算は、総額52億円余りで前年対比7.2％の増加であり、歳入の主なものとして、
町税は前年対比マイナス4.3％、地方交付税は6.6％の増で１億300万円の増、国庫支出金も6.8％の増で3,843万
円が見込まれています。また、ふるさと応援寄付金は前年より１億5,000万円多い５億円を見込んでいます。
改めて小布施町を応援くださっている多くの皆様に感謝を申し上げます。
　歳出の新たな施策や重点施策のうち、幼保小中一貫教育では「ＩＴ環境の充実と生活実態調査の実施」、
体育施設整備事業では「トレーニングセンター大規模修繕工事」を、また、防災まちづくり事業では「千曲
川、松川の災害想定の調査研究費」、経済対策では、新型コロナ感染による影響を受けている方々への支援
や新たな起業者への支援による活力と賑わいのある街づくりを目指しています。
　福祉関係では、生活支援コーディネーターの配置により、共生社会の構築を進め、また、教育関係では引
き続き、小中学校に「不登校対策生活支援員」を配置し、積極的な支援をしていくこととしています。
新型コロナウイルス感染症の影響により今後の地域経済は不透明な状況が続くと思われますが、予算執行に
当たっては桜井新町長が掲げる町民の皆さんの「幸せ」のための町政が運営されることを願い、令和３年度
一般会計予算の賛成討論といたします。

●反対討論●　小林正子議員
　一昨年の台風19号災害に続き新型コロナウイルス感染の拡大に見舞われ、私たちの生活は大変苦しい状況
にあり、町政は町民の生活が少しでも良くなる施策が求められています。
　ところが「小布施の町政は外向きだ」と言う声が聞かれ、特に国保税の負担が重いなどきめ細やかな施策
に欠けています。また教育では障がいのある児童の放課後の居場所が町にはなく、長野市・須坂市・中野市
の関係機関を利用せざるを得ない状況が何年も続いたままです。老人福祉センター桃源荘に至っては施設の
老朽化が深刻であり建て替え要望が強いにもかかわらず計画は一向に進んでおらず、避難所としての環境整
備も不十分でありエアコン設置の予定すらありません。
　その他、人権同和政策費の減額、さる・カラスなどの鳥獣被害対策の充実、水路計画の練り直し、未登記
の町道の登録、高井鴻山記念館の老朽化対策及び防火対策など町民の願いをしっかり受け止め町政に生かし
ていただきたい。
　そして、職員が健康でいきいきと働ける職場環境の改善を整備し、町民の命と生活を守り、町民の声なき
声が届く町政への転換を期待します。
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小布施町組織条例の一部を改正する条例

おぶせ交流館の指定管理者について

小布施町介護保険条例の一部を改正する条例

令和２年度小布施町国民健康保険特別会計補正予算

令和２年度小布施町後期高齢者医療特別会計補正予算

令和２年度小布施町介護保険特別会計補正予算

令和３年度小布施町一般会計予算

令和３年度小布施町国民健康保険特別会計補正予算

令和３年度小布施町後期高齢者医療特別会計補正予算

令和３年度小布施町介護保険特別会計補正予算

小布施町教育長の任命

本会議で賛否が分かれた議案令和３年度予算に対する付帯決議、予算委員会から提出

令和３年度　予算要望と回答
議会から要望した６事項に対する町の回答を下記にまとめました。

　予算の執行にあたり、下記の事項について対応す
ることを強く求める。
１　ふるさと応援寄付金は年々増加しており、町の
さまざまな事業に活用されています。
　　しかし、近年返礼品に対する制度改正が行われ
ており社会経済状況の著しい変化の中で、今後の
制度内容や年ごとの寄付金額は不透明で不安定な
状況になると思われます。
　　ふるさと応援寄付金の活用及び関連する事業に

子どもの健全育成や高齢者の生活を守る
ため、保育士、放課後児童支援員、介護

福祉士、保健師、栄養士及び図書館司書等専門職の
人材の確保を図られたい。

専門職の確保は、町にとって喫緊の課題
と認識しているが、業務必要量から判断

すると雇用するには無理があるので、県機関の支援
を要請し現場につなぐ。保育士の正規採用を増員し
ます。

コロナ禍の影響による経済的な問題を抱
えている町民へは、相談窓口の案内など

きめ細かな対応を心掛け、個々の実情に応じた支援
ができる体制の充実を図られたい。

町民への相談体制については、健康福祉
課が就業支援が必要な場合には産業振興

課がそれぞれ担当し、必要な支援先につなぎます。
現時点では、経済相談はほとんど寄せられておりま
せんが、総合的な相談窓口を開設し全庁的な対応と
継続的なフォローを行える仕組みづくりを検討して
まいります。

町税、貸付金等の滞納が危惧される中、
納税相談の対策を講じるとともに、町財

政運営に支障が生じないように未納額の回収に努め
られたい。

分納等納税方法を相談しておりますが、
コロナ禍の影響による町税未納の対応に

苦慮しています。滞納整理を強化するとともに、丁
寧に相談に応じてまいります。

町職員の研修は、時代の変化に要する研
修に加え、質の高い町民サービスを提供

できる職員の育成を目指すため、知識の習得や先進
地視察の機会拡大を図る予算の確保を行っていただ
きたい。

職員の健康管理や職場環境の改善は重要
な課題となっています。メンタルヘルス

やハラスメント防止など毎年必ず全職員向けに実施
し、各職場の共通認識の醸成を図ります。また、
「人材育成基本方針」の見直しを行い知識習得に取
り組みます。

補助金及び交付金については、交付団体
の運営対象となる各種イベントが補助金

の依存体質になっていないか、その対象や町内外の
波及効果を見極め、期限を設けるなど見直しの検討
をし、予算計上をしていただきたい。

波及効果が図られていると考え予算計上
しています。団体の重要な財源となって

いることから、協議を続けながら必要性を確認し見
直し等を検討します。

地球温暖化対策における温室効果ガス削
減を目指すため、国・県の補助金を視野

に、具体的な施策を行えるように取り組んでいただ
きたい。

昨年度、世界首長契約に署名し、公共施
設から排出される温室ガスの現状分析を

行った。３年度は、成果を広く町民に発信し、施策
への関心を高めるとともに、国・県の補助金を活用
し推進に取り組んでまいります。

関しては、計画的及び効率的に行うとともに歳出
の抑制を図り執行されたい。
２　住民団体への各種補助金及び交付金について
は、団体の自立した活動を促し、継続して実施さ
れることと、また、財政的にも自立できるように
支援するものであり慣例的に交付することなく活
動実態を把握し、適正な支出をするよう十分配慮
されたい。

要望１

回　答

要望4

回　答

要望5

回　答

要望6

回　答

要望2

回　答

要望3

回　答

※付帯決議とは　　委員会が議案を可決する際に当該委員会の意思を表明するものとして行う決議のこと。
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新たな議会活性化検討特別委員会　中間報告書
　令和元年9月会議において設置され、新たな活性化に関する事項について、町民に身
近に開かれた議会を目指すため設置以降11回開催、調査研究を進めてきました。
　3月会議において付託された検討事項等について中間報告が行われました。

・議員定数、議員報酬及び政務活動に関する事項
・住民からの信頼を得る活動に関する事項　
・地域力の低下（議員のなり手不足）への対応に関する事項　
・その他委員会が必要と認める事項

検討事項

・令和元年に設立されていた「議員のなり手不足検討会」委員と本特別委員会との意見交換
会を実施（※令和２年２月26日に実施済み）

・議会アシスター会議を立ち上げ、議員と町民の話合いの場を設け、広く町民に呼びかけ公
募で委員に参加してもらう。（令和２年３月決定）

・令和２年12月で議会アシスター会議より提言された、「議会報にQRコードを掲載し
YouTube動画の配信について」は、令和３年１月号から試験的に導入するものとする。 
今後、導入については引き続き検討し、予算等の確保を含め配信を研究する。

現在まで検討結果

・引き続き議会アシスター会議において、提言された事項について意見の集約を行い検討す
る。

・議員定数については、本年４月において現議員の任期が残り２年となる。本年２月での議
会アシスター会議において意見の集約として方向性を示されたことから、議会内部での議
論を重ね、選挙1年前を目途に結論を出す方向としている。

今後について

◆小布施町教育長の任命について…同意
　・中島聡（74歳）雁田
　　任期：令和3年4月1日から3年間

◆小布施町農業委員の任命について…同意
　・関口実夫（69歳）伊勢町 　　・牧けい子（65歳）六川  ・小林春代（59歳）大島
　・竹内邦広（60歳）中条 　　　・島津忠昭（62歳）大島） ・小林広幸（55歳）北岡
　・三田和彦（57歳）東町 　　　・岩崎博行（67歳）六川 　　　・平松幸明（54歳）林
　　任期：令和3年5月13日から3年間

◆国定資産評価審査委員の選任について…同意
　・藤本則夫（69歳）松村
　　任期：令和3年3月27日から3年間

◆人権擁護委員の推選につき意見を求めることについて…適任
　・小林けさえ（67歳）清水
　　任期：令和3年7月1日から3年間

人事案件
公用車の衝突による損害賠償　１件 341,000円　　　　　　　　　　　条　例　［ 可 決 ］

小布施町組織条例の一部を改正
小布施町福祉医療費給付金条例の一部を改正
小布施町介護保険条例の一部を改正
小布施町指定居宅介護支援事業者の指定の
　　　　　基準の改正
おぶせ交流館の指定管理者
　　一般社団法人ハウスホクサイ

核兵器禁止条約への日本政府の署名・調印と 
 批准を求める意見書  ［採　択］ 

「敵基地攻撃能力」の保有に反対し平和外交を 
 推進する意見書  ［採　択］

小布施町体育施設の設置条例の一部を改正
小布施町国民健康保険条例の一部を改正
小布施町指定介護予防支援事業者の指定の 
　　　基準条例の改正  
長野広域連合規約の変更
長野広域連合規約の変更に伴う財産処分
長野市及び小布施町における連携中枢都市 
　　　圏形成を変更する連携協約の締結

コロナ・ワクチン接種事業費 16,849千円

2　月　会　議　（2月12日）

　　　歳　　出 16,849千円
【一般会計（補正第 12 号）】　［ 可 決 ］

●小布施町国民健康保険
　　特別会計補正予算［承 認］

●小布施町後期高齢者医療
　　特別会計補正予算［承 認］

●令和2年度小布施町介護保険特別
　　会計補正予算　　［承 認］

国民年金電算システム改修委託 83千円
町営グランド北側道路改修 1,067千円
学生応援支援給付金 4,007千円
中学校火災報知機更新 5,500千円
幼稚園遊戯室空調整備費 8,203千円
北斎イベント負担金 5,000千円
予備費 △83千円

１　月　会　議　（1月18日）

　　　歳　　出 23,777千円
【一般会計（補正第 11 号）】　［ 可 決 ］

ふるさと納税促進事業費　 150,026千円
地方創生推進事業費 　△21,000千円
一般職人件費　 1,318千円
戸籍事務費（システム委託料） 　1,496千円
参議院長野県選出議員補欠選挙費　 1,081千円
高齢者福祉事業費 　4,054千円
高齢者在宅支援事業費 　1,700千円
自立支援給付事業費 　19,300千円
ごみ分別処理費　 △3,025千円
農業振興費（経営支援事業）　 6,059千円
農地対策費（土地改良事業）　 27,813千円
予備費　　 △8,835千円

3　月　会　議　（3月1～19日）

　　　歳　　出 179,459千円
【一般会計（補正第 13 号）】　［ 可 決 ］

684千円

1,799千円

10,008千円

町営グランド北側道路改修
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・その他委員会が必要と認める事項

検討事項

・令和元年に設立されていた「議員のなり手不足検討会」委員と本特別委員会との意見交換
会を実施（※令和２年２月26日に実施済み）

・議会アシスター会議を立ち上げ、議員と町民の話合いの場を設け、広く町民に呼びかけ公
募で委員に参加してもらう。（令和２年３月決定）

・令和２年12月で議会アシスター会議より提言された、「議会報にQRコードを掲載し
YouTube動画の配信について」は、令和３年１月号から試験的に導入するものとする。 
今後、導入については引き続き検討し、予算等の確保を含め配信を研究する。

現在まで検討結果

・引き続き議会アシスター会議において、提言された事項について意見の集約を行い検討す
る。

・議員定数については、本年４月において現議員の任期が残り２年となる。本年２月での議
会アシスター会議において意見の集約として方向性を示されたことから、議会内部での議
論を重ね、選挙1年前を目途に結論を出す方向としている。

今後について

◆小布施町教育長の任命について…同意
　・中島聡（74歳）雁田
　　任期：令和3年4月1日から3年間

◆小布施町農業委員の任命について…同意
　・関口実夫（69歳）伊勢町 　　・牧けい子（65歳）六川  ・小林春代（59歳）大島
　・竹内邦広（60歳）中条 　　　・島津忠昭（62歳）大島） ・小林広幸（55歳）北岡
　・三田和彦（57歳）東町 　　　・岩崎博行（67歳）六川 　　　・平松幸明（54歳）林
　　任期：令和3年5月13日から3年間

◆国定資産評価審査委員の選任について…同意
　・藤本則夫（69歳）松村
　　任期：令和3年3月27日から3年間

◆人権擁護委員の推選につき意見を求めることについて…適任
　・小林けさえ（67歳）清水
　　任期：令和3年7月1日から3年間

人事案件
公用車の衝突による損害賠償　１件 341,000円　　　　　　　　　　　条　例　［ 可 決 ］

小布施町組織条例の一部を改正
小布施町福祉医療費給付金条例の一部を改正
小布施町介護保険条例の一部を改正
小布施町指定居宅介護支援事業者の指定の
　　　　　基準の改正
おぶせ交流館の指定管理者
　　一般社団法人ハウスホクサイ

核兵器禁止条約への日本政府の署名・調印と 
 批准を求める意見書  ［採　択］ 

「敵基地攻撃能力」の保有に反対し平和外交を 
 推進する意見書  ［採　択］

小布施町体育施設の設置条例の一部を改正
小布施町国民健康保険条例の一部を改正
小布施町指定介護予防支援事業者の指定の 
　　　基準条例の改正  
長野広域連合規約の変更
長野広域連合規約の変更に伴う財産処分
長野市及び小布施町における連携中枢都市 
　　　圏形成を変更する連携協約の締結

コロナ・ワクチン接種事業費 16,849千円

2　月　会　議　（2月12日）

　　　歳　　出 16,849千円
【一般会計（補正第 12 号）】　［ 可 決 ］

●小布施町国民健康保険
　　特別会計補正予算［承 認］

●小布施町後期高齢者医療
　　特別会計補正予算［承 認］

●令和2年度小布施町介護保険特別
　　会計補正予算　　［承 認］

国民年金電算システム改修委託 83千円
町営グランド北側道路改修 1,067千円
学生応援支援給付金 4,007千円
中学校火災報知機更新 5,500千円
幼稚園遊戯室空調整備費 8,203千円
北斎イベント負担金 5,000千円
予備費 △83千円

１　月　会　議　（1月18日）

　　　歳　　出 23,777千円
【一般会計（補正第 11 号）】　［ 可 決 ］

ふるさと納税促進事業費　 150,026千円
地方創生推進事業費 　△21,000千円
一般職人件費　 1,318千円
戸籍事務費（システム委託料） 　1,496千円
参議院長野県選出議員補欠選挙費　 1,081千円
高齢者福祉事業費 　4,054千円
高齢者在宅支援事業費 　1,700千円
自立支援給付事業費 　19,300千円
ごみ分別処理費　 △3,025千円
農業振興費（経営支援事業）　 6,059千円
農地対策費（土地改良事業）　 27,813千円
予備費　　 △8,835千円

3　月　会　議　（3月1～19日）

　　　歳　　出 179,459千円
【一般会計（補正第 13 号）】　［ 可 決 ］

684千円

1,799千円

10,008千円

町営グランド北側道路改修
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係
者
の
皆
様
は
ご
判
断
に
大
変
ご
苦
労

さ
れ
た
と
思
い
ま
す
し
、
苦
渋
の
選
択

で
あ
っ
た
こ
と
と
推
察
い
た
し
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
ほ
か
の
自
治
体
で

も
広
く
人
を
集
め
て
し
ま
う
行
事
や
イ

ベ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、
そ
の
多
く
が
中

止
又
は
延
期
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
が

現
状
の
世
界
の
世
論
の
現
れ
で
あ
る
と

思
わ
れ
ま
す
。

町
外
の
方
と
の
交
流
も
大
切
で
す
が
、

町
民
の
健
康
、
そ
し
て
命
、
そ
し
て
少

し
で
も
安
心
安
全
に
生
活
の
で
き
る
環

境
を
整
え
る
こ
と
が
最
優
先
さ
れ
る
べ

き
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

今
後
も
継
続
し
て
町
内
行
事
や
イ
ベ

ン
ト
の
自
粛
を
徹
底
し
て
い
く
べ
き
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
お
尋
ね
い

た
し
ま
す
。感

染
拡
大
状
況
を
踏
ま
え
な

が
ら
、
で
き
る
限
り
町
内
行
事

や
イ
ベ
ン
ト
等
に
つ
い
て
は
、
実
施
が

で
き
る
可
能
性
を
模
索
し
て
い
き
た
い
。

た
だ
し
、
多
く
の
町
民
の
皆
様
に
町
か

ら
参
加
を
お
願
い
す
る
行
事
に
つ
い
て

は
実
施
の
可
否
に
つ
い
て
町
民
の
皆
様

の
声
を
踏
ま
え
て
個
別
ご
と
に
具
体
的

な
検
討
を
行
い
、
判
断
し
て
い
き
ま
す
。

小西和実議員

町
内
事
業
者
の
皆
さ
ん
に

と
っ
て
厳
し
い
状
況
が
、
一
昨

年
の
１
０
月
台
風
19
号
災
害
以
降
ほ
ぼ

１
年
半
ほ
ど
続
い
て
い
る
の
が
現
状
で

す
。非

常
事
態
宣
言
解
除
後
も
今
日
に
至

る
ま
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

は
大
き
く
、
観
光
向
け
小
売
業
、
宿
泊

業
、
飲
食
業
な
ど
の
町
内
事
業
者
の
売

り
上
げ
は
対
前
年
比
で
３
割
程
度
の
売

り
上
げ
に
と
ど
ま
る
と
こ
ろ
も
多
数

あ
っ
た
と
伺
っ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
中
で
国
の
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交

付
金
」
を
活
用
し
て
、
小
布
施
町
で

は
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
発
売
や
リ

フ
ォ
ー
ム
工
事
補
助
事
業
な
ど
の
第
一

弾
、
第
二
弾
を
含
め
、
そ
の
ほ
か
に
も

多
数
の
対
策
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
経
済
対
策
の
効
果
と
、
今
後
の

経
済
対
策
の
必
要
性
に
つ
い
て
は
ど
う

考
え
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対

す
る
経
済
対
策
と
し
て
、「
小
布
施
町

ス
ー
パ
ー
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
」
な
ど

商
工
業
者
へ
の
支
援
を
前
回
の
施
策
を

改
善
し
て
第
２
弾
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

現
段
階
で
の
こ
れ
ら
の
施
策
の
効
果
と

し
て
、
ど
の
よ
う
に
状
況
の
把
握
を
し

て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。
ま
た
、
早
く

て
も
ま
だ
１
年
程
度
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

る
影
響
は
続
い
て
い
く
と
想
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
今
後
さ
ら
な
る
町
内
の
経
済

対
策
が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

行
っ
て
き
て
い
る
事
業
者
の

皆
さ
ん
へ
の
支
援
は
、
一
つ
は

直
接
的
な
支
援
で
協
力
金
や
支
援
金
な

ど
、
も
う
一
つ
は
消
費
の
喚
起
を
目
的

と
し
た
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
発
行
と

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金
で
す
。

事
業
主
へ
の
支
援
の
経
済
効
果
を
数

値
等
で
示
す
こ
と
は
難
し
い
で
す
が
、

家
賃
補
助
金
な
ど
は
国
の
支
援
策
を
補

て
ん
で
き
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

令
和
３
年
度
に
は
地
方
創
生
臨
時
交

付
金
と
し
て
９
千
３
２
４
万
８
千
円
が

交
付
さ
れ
る
見
込
み
で
あ
り
、
今
後
経

済
対
策
の
事
業
が
認
め
ら
れ
れ
ば
、
支

Q A

Q A

コ
ロ
ナ
禍
へ
の
経
済
対
策
に
つ
い
て

久
保
田
副
町
長

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
が
使
え
れ
ば
検
討
し
た
い

援
策
と
し
て
実
施
の
検
討
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
。

例
年
行
わ
れ
て
い
る
、
町
が

主
催
も
し
く
は
後
援
の
町
内
行

事
や
、
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
に
つ
い
て
町

民
の
方
々
か
ら
不
安
を
感
じ
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
、
多
く
の
お
声
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

特
に
町
外
か
ら
人
を
集
め
て
し
ま
う

行
事
や
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
、
開
催
の

中
止
を
強
く
希
望
さ
れ
る
声
を
多
く
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

最
近
で
は
、
小
布
施
ミ
ニ
マ
ラ
ソ
ン

に
つ
い
て
、
実
行
委
員
会
か
ら
今
年
７

月
の
開
催
中
止
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

２
年
連
続
の
中
止
と
い
う
こ
と
で
、
関

Q A

Q A

町
内
行
事
や
イ
ベ
ン
ト

開
催
の
自
粛
徹
底
を

参
加
を
お
願
い
す
る
行
事
に

つ
い
て
は
個
別
具
体
的
に
検

討
し
判
断
し
て
い
く

大
宮
課
長
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加
速
化
対
策
事
業
」
に
よ
る
事
業
を
継

続
し
て
行
う
と
聞
い
て
い
ま
す
。
町
と

し
て
も
、
引
き
続
き
上
流
部
の
河
道
整

備
や
支
障
木
の
撤
去
等
が
早
急
に
着
手

さ
れ
る
よ
う
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
堤
防
内
部
の
Ｘ
線
に
よ
る
内

部
透
視
調
査
や
地
点
を
決
め
て
ボ
ー
リ

ン
グ
サ
ン
プ
リ
ン
グ
調
査
も
議
会
や
町

の
方
々
の
声
と
し
て
須
坂
建
設
事
務
所

に
伝
え
て
お
り
、
日
頃
か
ら
パ
ト
ロ
ー

ル
を
実
施
し
、
堤
防
や
護
岸
の
状
況
を

把
握
し
、
現
在
は
良
好
な
状
態
と
聞
い

て
い
ま
す
。松

川
の
浸
水
を
想
定
し
た
沿

岸
地
域
の
「
わ
が
家
の
避
難
計

画
」（
マ
イ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
）
は
ど
の

よ
う
に
進
め
て
い
る
の
か
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

大
宮
総
務
課
長
答
弁

令
和
４
年
度
に
沿
岸
自
治
会

を
防
災
訓
練
の
重
点
地
区
に
指
定
し
、

作
成
の
講
習
会
や
水
害
を
想
定
し
た
防

災
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。
今
年
度
は
４

年
度
に
向
け
て
県
や
長
野
高
専
と
連
携

福島浩洋議員

桜
井
町
政
と
し
て
３
つ
の
柱

を
町
民
に
具
体
的
に
述
べ
て
い

た
だ
き
た
い
。

「
繋
ぐ
」
高
品
質
な
農
作
物

を
小
布
施
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
定

着
さ
せ
る
た
め
に
商
業
者
と
の
連
携
強

化
、
安
全
で
お
い
し
い
農
作
物
、
そ
れ

を
味
わ
え
る
町
に
し
た
い
。
近
隣
市
町

村
と
連
携
し
て
更
に
地
域
の
魅
力
づ
く

り
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
整
え
る
」
小
布
施
に
住
む
こ
と
で
、

小
布
施
に
来
る
こ
と
で
心
も
身
体
も
健

康
に
な
れ
る
町
、
そ
し
て
里
山
の
風
景

を
ま
た
、
心
休
ま
る
風
景
を
壊
さ
な
い

よ
う
に
注
意
を
し
な
が
ら
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
取
り
入
れ
て
い
き
ま
す
。

「
育
む
」
安
心
し
て
育
児
が
で
き
る

環
境
、
人
生
を
安
心
し
て
全
う
す
る
こ

と
、
こ
れ
は
自
治
体
の
基
本
と
考
え
る
。

小
布
施
町
な
ら
で
は
の
心
と
身
体
の
成

長
の
、
環
境
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

な
お
、
27
自
治
会
の
皆
様
と
の
協
力

体
制
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

性
を
活
か
し
皆
様
の
声
を
伺
い
柔
軟
な

対
応
と
施
策
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

松
川
の
堤
防
の
安
全
安
心
に

つ
い
て
は
一
昨
年
の
台
風
19
号

被
害
後
、
町
は
県
や
須
坂
建
設
事
務
所

と
前
向
き
な
協
議
を
現
在
ま
で
ど
の
よ

う
に
行
わ
れ
て
き
て
い
る
の
か
。

畔
上
建
設
水
道
課
長
答
弁

昨
年
11
月
会
議
に
お
い
て

「
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靭
化
等
に
向

け
た
社
会
資
本
整
備
の
促
進
を
求
め
る

意
見
書
」
を
議
決
、
県
で
も
「
５
か
年

Q A

Q A

Q A

Q A

Q A

Q A

桜
井
町
長

新
町
政
運
営
、
３
つ
の
柱
の
指
針
「
繋
ぐ
・

整
え
る
・
育
む
」は
、ど
の
よ
う
な
考
え
な
の
か

更
に
素
晴
ら
し
い
町
に
育
て
る
こ
と
が
、

私
の
使
命
と
考
え
て
い
ま
す

上松川橋付近の流域堤防

し
、
松
川
で
起
こ
り
得
る
災
害
を
、
直

に
理
解
で
き
る
松
川
の
浸
水
シ
ュ
ミ

レ
ー
シ
ョ
ン
動
画
の
作
成
を
進
め
る
予

定
で
す
。

ま
た
、
行
政
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
に
つ
い

て
は
、
台
風
19
号
災
害
の
反
省
を
踏
ま

え
て
町
職
員
が
ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
招

集
さ
れ
「
誰
が
・
い
つ
・
ど
こ
で
・
何

を
」
行
う
か
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
し
、
令
和

３
年
度
の
出
水
期
ま
で
に
、
行
動
で
き

る
体
制
の
構
築
を
目
指
し
ま
す
。

上松川橋付近の河床
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竹内淳子議員

当
町
の
第
６
次
総
合
計
画
の

重
点
施
策
に
、
子
ど
も
を
中
心

と
し
た
地
域
の
連
携
づ
く
り
が
あ
り
ま

す
。「
子
ど
も
を
中
心
に
据
え
た
園
・

学
校
と
地
域
の
連
携
強
化
を
進
め
、
多

主
体
・
多
世
代
が
一
緒
に
な
っ
て
小
布

施
の
教
育
環
境
づ
く
り
を
推
進
し
ま

す
。」
の
実
践
の
一
つ
と
し
て
、
小
布

施
学
園
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ク
ー
ル
の

運
営
が
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は
社

会
の
中
で
育
っ
て
い
き
ま
す
。
学
校
と

家
庭
だ
け
で
な
く
地
域
の
人
々
と
の
関

わ
り
が
子
ど
も
の
社
会
性
を
育
て
ま
す
。

教
え
ら
れ
る
関
係
で
な
く
見
守
っ
て
く

れ
る
存
在
と
し
て
の
地
域
の
人
た
ち
の

存
在
は
と
て
も
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

小
布
施
学
園
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ク
ー

ル
は
学
校
と
地
域
を
、
子
ど
も
を
通
じ

て
多
世
代
が
つ
な
が
り
合
う
地
域
づ
く

り
の
機
能
的
な
ツ
ー
ル
と
し
て
存
在
し
、

さ
ら
に
育
て
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。

そ
こ
で
、
小
布
施
学
園
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
ス
ク
ー
ル
を
導
入
し
て
か
ら
の

み
え
て
い
る
成
果
と
問
題
点
、
今
後
の

方
針
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

月
に
１
回
幼
保
・
小
学
校
・

中
学
校
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
委
員

会
を
開
催
し
、
子
ど
も
の
声
を
反
映
し

た
地
域
に
開
か
れ
た
園
・
学
校
つ
く
り

に
資
す
る
こ
と
を
目
的
に
活
動
を
進
め

て
い
ま
す
。
今
後
は
保
育
士
や
教
職
員

で
組
織
す
る
「
小
布
施
幼
保
小
中
一
貫

Q A

Q A

藤
沢
教
育
次
長

認
定
こ
ど
も
園
・
保
育
園
・
小
中
学
校
一
貫
教
育
の

今
後
の
方
針
に
つ
い
て

「
小
布
施
町
幼
保
小
中
一
貫
教
育
推
進
委
員
会
」
と
の

協
働
・
連
携
を
強
化
し
て
い
き
ま
す

教
育
推
進
委
員
会
」
と
の
協
働
・
連
携

を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
会
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
町
報
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
を
通
じ
て
情
報
発
信
に
努

め
た
い
と
思
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
育
ち
に
お
い

て
食
の
重
要
性
は
非
常
に
高
い

も
の
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
が
流
行
し
て
い
る
今
、

免
疫
力
を
高
め
る
こ
と
が
非
常
に
大
切

で
す
。
そ
れ
に
は
、
ミ
ネ
ラ
ル
の
多
い

野
菜
や
腸
内
細
菌
を
整
え
る
発
酵
食
品

が
効
果
を
あ
げ
ま
す
。
ア
ジ
ア
太
平
洋

臨
床
栄
養
学
会
長
の
渡
辺
昌
医
師
の
研

究
で
は
米
食
が
腸
内
免
疫
系
を
安
定
さ

せ
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
後
の
重
症

を
抑
え
る
効
果
が
あ
る
と
い
う
デ
ー
タ

学
校
給
食
に
お
け
る
食
材
の
認
定
に

つ
い
て
　
有
機
米
導
入
の
検
討
を

地
産
地
消
・
旬
産
旬
消
を
大
切

に
有
機
米
導
入
も
検
討
し
ま
す

藤
沢
教
育
次
長

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
で
き
る
だ
け
農

薬
な
ど
の
少
な
い
腸
内
消
化
に
負
担
の

な
い
米
が
有
効
と
い
う
こ
と
で
す
。
ま

た
、
調
理
に
使
わ
れ
る
油
に
も
ア
レ
ル

ギ
ー
反
応
を
起
こ
す
場
合
が
あ
り
、
食

材
を
選
ぶ
必
要
が
あ
り
ま
す
。
成
長
期

の
子
ど
も
た
ち
に
大
切
な
食
の
一
部
を

預
か
っ
て
い
る
学
校
給
食
で
す
。
学
校

給
食
の
食
材
と
し
て
、
地
元
で
採
れ
た

も
の
を
優
先
的
に
選
定
す
る
な
ど
基
本

的
な
考
え
方
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

ま
た
、
町
内
で
栽
培
さ
れ
て
い
る
有
機

米
を
給
食
に
と
り
い
れ
る
こ
と
を
検
討

さ
れ
ま
す
か
。

地
産
地
消
・
旬
産
旬
消
を
大

切
と
考
え
て
い
ま
す
。
生
産
者

さ
ん
と
給
食
セ
ン
タ
ー
の
双
方
に
と
っ

て
良
い
方
法
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
生
産
者
の
皆
さ
ん
と
話
合
い
を

行
い
有
機
米
の
使
用
を
検
討
し
ま
す
。

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
発
症
数
の
多
い
原

因
食
物
使
用
回
数
を
減
ら
し
た
り
、
使

用
し
て
い
な
い
食
品
を
選
ん
で
い
ま
す
。

Q A

Q A
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携
、
大
正
大
学
の
地
域
実
習
の
受
入
れ
、

信
州
大
学
、
長
野
高
専
が
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
新
年
度
は
、
各
大
学
と
の

連
携
事
業
の
情
報
交
換
、
共
有
、
ま
た

交
流
の
場
と
し
て
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
、
大
学
同
士
や

町
民
に
よ
る
新
た
な
連
携
や
事
業
創
出
、

町
民
と
の
交
流
を
目
指
し
ま
す
。

「
育
む
」
の
中
に
、「
帰
っ
て

き
た
い
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
ま

す
」
と
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
学
業
な

ど
で
一
旦
町
を
離
れ
た
若
者
た
ち
が

帰
っ
て
き
た
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す

も
の
と
理
解
し
ま
し
た
。
人
口
維
持
、

定
住
促
進
の
観
点
か
ら
も
重
要
な
こ
と

で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
町
内
の
若
者
が

帰
っ
て
き
た
と
き
に
活
躍
で
き
る
場
の

創
出
や
、
帰
っ
て
き
た
く
な
る
施
策
が

必
要
と
思
い
ま
す
が
、
考
え
を
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

こ
れ
に
は
二
つ
の
意
味
が
あ

り
、
一
つ
は
小
布
施
に
生
ま
れ
、

外
に
出
て
そ
し
て
帰
っ
て
く
る
人
た
ち
。

も
う
一
つ
は「
小
布
施
を
第
二
の
故
郷
」

と
思
い
、
小
布
施
が
大
好
き
な
人
た
ち
。

関　良幸議員

桜
井
町
長
が
掲
げ
ら
れ
た
公

約
や
各
メ
デ
ィ
ア
な
ど
に
語
ら

れ
た
ビ
ジ
ョ
ン
・
抱
負
に
つ
い
て
、
い

く
つ
か
質
問
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
、「
町
全
体
で
六
次
化
産
業
の

仕
組
み
を
作
り
ま
す
」
と
あ
り
、
野
菜

を
例
に
と
り
「
農
業
と
商
業
を
結
び
付

け
て
、
ま
ず
加
工
品
の
成
功
例
を
作
り

た
い
」
と
語
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
主
要

農
産
物
で
あ
る
果
物
に
つ
い
て
は
、
現

在
考
え
て
お
ら
れ
る
も
の
、
構
想
が
あ

り
ま
し
た
ら
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

ま
ず
は
食
べ
て
い
た
だ
く
こ

と
が
必
要
で
す
。
振
興
公
社
や

ケ
ー
キ
シ
ョ
ッ
プ
等
で
町
内
産
の
果
物

を
使
っ
た
加
工
品
で
そ
の
美
味
し
さ
を

知
っ
て
い
た
だ
き
、
生
食
用
の
販
売
を

促
進
し
た
い
。

「
町
長
選
で
町
内
を
回
り
、

郊
外
の
道
路
、
側
溝
な
ど
の
イ

ン
フ
ラ
も
改
善
点
が
た
く
さ
ん
あ
る
」

と
語
ら
れ
て
い
ま
す
。
私
も
、
以
前
か

ら
観
光
客
が
た
く
さ
ん
訪
れ
る
町
中
心

部
と
郊
外
部
と
の
道
路
状
況
の
落
差
を

感
じ
て
い
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
具
体
的

に
ど
ん
な
こ
と
を
見
て
感
じ
て
、
ど
の

よ
う
に
施
策
に
落
と
し
込
ん
で
い
こ
う

と
考
え
て
お
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

町
中
と
郊
外
の
道
路
の
整
備

状
況
に
落
差
が
あ
る
と
感
じ
て

い
ま
す
。
町
中
で
あ
れ
郊
外
で
あ
れ
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
は
平
等
で
あ
る
べ
き
で

す
。
現
在
、
地
元
か
ら
の
要
望
も
踏
ま

え
、
地
域
性
や
優
先
度
な
ど
に
配
慮
し

実
施
し
、
水
路
等
に
つ
い
て
は
影
響
の

大
き
い
郊
外
か
ら
事
業
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
限
ら
れ
た
町
財
源
の
中
で
整

備
を
進
め
て
い
き
た
い
。

「
産
学
官
の
橋
渡
し
を
す
る

ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
ー
・
エ
ン

ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
・
セ
ン
タ
ー
を
作
り
ま

す
」
と
あ
り
ま
す
が
、
構
想
を
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。
各
大
学
の
活
動
に
つ
い

て
は
、
成
果
が
分
か
ら
な
い
、
存
在
す

ら
知
ら
な
い
と
い
う
方
も
お
ら
れ
る
現

状
に
あ
っ
て
、
ど
の
よ
う
に
セ
ン
タ
ー

の
活
動
に
つ
な
げ
て
い
く
の
か
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

現
在
、
東
大
先
端
研
、
慶
應

Ｓ
Ｆ
Ｃ
、
慶
應
Ｓ
Ｄ
Ｍ
と
の
連

Q AQ A

Q A

Q A

い
ず
れ
に
せ
よ
、
小
布
施
町
が
彼
ら
に

と
っ
て
特
別
な
町
で
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。「
こ
こ
な
ら
ば
、
自
分
が
生
き

生
き
で
き
る
と
思
っ
て
も
ら
え
る
町
」

で
あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

町
長
の
公
約
を
速
や
か
に
実

現
す
る
た
め
に
は
、
組
織
を
活

性
化
さ
せ
、
職
員
の
皆
さ
ん
が
町
長
の

考
え
を
十
分
理
解
し
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
高
め
て
も
ら
う
こ
と
が
必
要
不
可

欠
で
す
。
職
員
は
、
台
風
災
害
の
復
興
、

コ
ロ
ナ
禍
で
の
対
策
な
ど
で
か
な
り
疲

弊
し
、
ま
た
悲
し
い
こ
と
が
続
い
た
こ

と
か
ら
か
な
り
落
ち
込
ん
で
い
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
ケ

ア
も
含
め
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
し
て

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
よ
う
と
考
え

て
い
る
の
か
、
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

職
員
が
業
務
に
余
裕
を
も
っ

て
、
創
造
的
で
前
向
き
に
取
り

組
め
る
よ
う
な
体
制
づ
く
り
、
一
人
ひ

と
り
の
状
況
を
踏
ま
え
た
働
き
方
を
受

け
入
れ
ら
れ
る
仕
組
み
づ
く
り
を
財
政

的
な
裏
付
け
も
検
討
し
な
が
ら
早
急
に

整
備
し
て
い
き
た
い
。

職
員
と
の
対
話
に
基
づ
く
組
織
目
標

を
共
有
し
、
一
丸
と
な
っ
て
業
務
に
邁

進
で
き
る
体
制
を
作
る
こ
と
で
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上
に
つ
な
げ
た
い
。

職
員
が
ど
の
よ
う
な
考
え
や
課
題
を

も
っ
て
業
務
に
取
り
組
ん
で
い
る
か
を

把
握
し
、
職
場
の
環
境
改
善
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

Q A

Q A

Q A

Q A Q A

桜
井
町
長

公
約
を
実
現
し
て
い
く
た
め
、

ま
ず
職
員
と
の
対
話
の
場
を
重
ね
て
い
き
た
い

桜
井
新
町
長
に
よ
る
町
政
の
新
た
な
る
展
開
に
つ
い
て

Q A
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て
各
ク
リ
ニ
ッ
ク
へ
の
ワ
ク
チ
ン
管
理

と
移
送
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す

か
。

１
回
目
接
種
者
が
２
回
目
を

し
っ
か
り
接
種
で
き
る
よ
う
に

し
て
い
き
た
い
。

ワ
ク
チ
ン
は
、
メ
ー
カ
ー
か
ら
保
冷

ボ
ッ
ク
ス
で
基
本
型
接
種
施
設
へ
配
送

さ
れ
ワ
ク
チ
ン
の
管
理
を
し
ま
す
。
基

本
型
接
種
施
設
か
ら
サ
テ
ラ
イ
ト
型
接

種
施
設
へ
は
、
保
冷
バ
ッ
グ
を
用
い
２

～
８
℃
の
温
度
で
移
送
し
ま
す
。
移
送

は
、
現
時
点
で
は
運
送
業
者
へ
の
委
託

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
移
送
委
託
料
は

４
月
の
補
正
予
算
で
審
議
を
お
願
い
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

関谷明生議員

昨
年
１
月
16
日
国
内
初
の
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
が
確

認
さ
れ
、
そ
れ
か
ら
１
年
３
か
月
が
経

ち
ま
し
た
。
ま
た
長
野
県
で
は
昨
年
２

月
25
日
に
感
染
が
発
覚
し
ま
し
た
が
、

現
在
に
至
る
ま
で
終
息
の
気
配
が
見
え

ま
せ
ん
。

そ
ん
な
背
景
の
な
か
コ
ロ
ナ
対
策
の

救
世
主
と
し
て
、
米
製
薬
大
手
フ
ァ
イ

ザ
ー
の
治
療
薬
ワ
ク
チ
ン
が
開
発
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
ワ
ク
チ
ン
の
効
果
は
臨

床
試
験
で
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
発
症

率
を
95
％
抑
え
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

ワ
ク
チ
ン
効
果
は
「
感
染
予
防
」「
発

生
予
防
」「
重
症
化
予
防
」
の
三
つ
が

あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
予
防
接
種

法
に
基
づ
き
妊
婦
を
除
き
16
歳
以
上
の

人
に
接
種
は
「
努
力
義
務
」
で
あ
り
強

制
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
で
き
る
だ
け
町

民
に
働
き
掛
け
る
べ
き
と
考
え
ま
す
。

ま
た
、
接
種
期
間
（
２
月
17
日
～
来
年

２
月
28
日
）
を
過
ぎ
て
か
ら
の
治
療
費
、

ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
、
副
反
応
が
生
じ

た
場
合
の
治
療
費
は
ど
う
な
る
の
で

し
ょ
う
か
。
ま
た
各
年
代
の
接
種
率
の

目
標
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

ワ
ク
チ
ン
は
、
感
染
の
予
防
、

発
症
や
重
症
化
の
予
防
、
そ
し

て
社
会
全
体
で
流
行
す
る
の
を
防
ぐ
こ

と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
海
外
の
治

験
か
ら
発
熱
な
ど
の
発
症
や
重
症
化
を

防
ぐ
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
が
進
む
か
ど
う
か
は
、

ワ
ク
チ
ン
の
供
給
状
況
と
ワ
ク
チ
ン
接

種
に
対
す
る
理
解
も
必
要
で
す
。
ワ
ク

チ
ン
接
種
に
不
安
を
抱
く
方
も
い
る
と

思
い
ま
す
。
町
と
し
て
も
町
民
の
皆
さ

ん
が
安
全
安
心
し
て
接
種
さ
れ
る
よ
う

適
切
に
情
報
を
お
伝
え
し
接
種
勧
奨
を

考
え
て
い
ま
す
。
接
種
期
間
後
の
治
療

費
は
国
か
ら
示
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

各
世
代
の
接
種
率
の
具
体
的
な
目
標
は

定
め
に
く
い
た
め
、
全
体
と
し
て
７
割

以
上
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

既
接
種
者
が
21
日
の
期
間
を

空
け
て
２
回
目
の
接
種
を
迎
え

ま
す
。
１
回
目
接
種
者
と
の
重
複
へ
の

対
応
は
ど
う
考
え
て
い
ま
す
か
。

本
町
は
６
診
療
所
主
体
の
個
別
接
種

が
主
と
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
米
フ
ァ

イ
ザ
ー
社
の
ワ
ク
チ
ン
は
マ
イ
ナ
ス
75

度
前
後
の
超
低
温
で
、
デ
ィ
―
プ
フ

リ
ー
ザ
ー
（
超
低
温
冷
凍
庫
）
に
よ
る

保
管
が
必
要
で
、基
本
型
接
種
施
設（
信

州
医
療
セ
ン
タ
ー
）
か
ら
サ
テ
ラ
イ
ト

型
接
種
施
設
（
新
生
病
院
）
へ
、
そ
し

Q A

Q A

Q A

Q A

益
満
健
康
福
祉
課
長
補
佐

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
啓
発
と

迅
速
で
分
か
り
易
い
情
報
提
供
に
努
め
て
欲
し
い

ワ
ク
チ
ン
接
種
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
開
設
や
同
報
無
線
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
、
適
切
な
情
報
発
信
に
努
め
ま
す

サテライト型接種施設（新生病院）

基本接種施設（信州医療センター）
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の
実
現
は
予
算
等
を
考
慮
し
て
検
討
し

た
い
と
考
え
ま
す
。

ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
一
定
の
効
果

が
あ
っ
た
と
考
え
ま
す
。

　
国
は
、
小
学
１
年
生
の
35
人
学
級
を

来
年
度
か
ら
順
次
引
き
下
げ
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。
町
と
し
て
の
更
な
る
少
人

数
化
に
は
５
千
万
円
ほ
ど
の
予
算
や
教

員
不
足
な
ど
も
あ
り
難
し
く
、
更
な
る

少
人
数
化
に
つ
い
て
は
県
に
継
続
的
な

要
望
を
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

小林正子議員

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ

り
、
児
童
生
徒
は
大
変
な
生

活
環
境
に
置
か
れ
、「
学
校
の
新
し
い

生
活
様
式
」 

が
実
践
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

三
密
を
避
け
る
対
策
を
ど
う
講
じ
て
い

ま
す
か
。

　「
三
密
」
回
避
は 

「
20
人
学
級
」
が

理
想
で
す
。
休
校
明
け
に
分
散
登
校
、

授
業
が
実
践
さ
れ
ま
し
た
。
学
級
と
児

童
の
分
断
を
心
配
し
ま
し
た
が
、
効
果

的
に
実
践
さ
れ
た
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

　
分
散
授
業
を
さ
れ
た
先
生
方
は
、

　「
子
ど
も
た
ち
の
勉
強
へ
の
吸
収
力

が
す
ご
い
」

　「
授
業
時
間
が
短
く
て
も
、
よ
く
理

解
で
き
て
い
た
」

　 

「
子
ど
も
た
ち
と
の
や
り
と
り
が
と

て
も
密
に
で
き
た
」

な
ど
、
口
々
に
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
実
践
の
中
で 

「
少
人
数
学

級
の
必
要
性
」
が
改
め
て
認
識
さ
れ
、

子
ど
も
た
ち
の
ケ
ア
と
学
び
の
保
障
、

感
染
防
止
の
点
か
ら
も
小
布
施
町
に
お

い
て
更
な
る
少
人
数
学
級
の
実
現
が
必

要
で
す
。

　
全
国
知
事
会
や
校
長
会
も
文
科
者

に
「
少
人
数
学
級
」
を
要
望
し
て
き
ま

し
た
。
教
職
員
組
合
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
市
民

の
署
名
も
毎
年
取
り
組
ま
れ
、
本
年
度

も
町
議
会
で
請
願
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
コ
ロ
ナ
禍
の
体
験
を
通
じ
て
国
は
、

40
人
学
級
か
ら
35
人
学
級
へ
と
、
実
に

40
年
ぶ
り
に
学
級
定
数
を
改
め
ま
し
た
。

　
２
０
１
３
年
か
ら
小
布
施
は
県
下
で

先
が
け
、
35
人
以
下
学
級
に
し
、
県
と

町
の
財
政
負
担
の
も
と
に
小
中
学
校
と

も
少
人
数
学
級
が
続
け
ら
れ
て
き
ま
し

た
。
国
が
少
人
数
化
を
進
め
る
分
、
町

の
財
政
負
担
も
減
少
し
ま
す
。
20
人
を

め
ざ
し
て
更
な
る
少
人
数
学
級
の
実
現

を
求
め
ま
す
。

　
児
童
・
生
徒
の
健
康
管
理
に

つ
い
て
は
健
康
チ
ェ
ッ
ク
表
に

よ
り
家
庭
で
の
健
康
観
察
を
お
願
い
し
、

学
校
で
確
認
し
て
い
ま
す
。
階
段
手
す

り
や
ド
ア
ノ
ブ
の
消
毒
、
手
洗
い
の
徹

底
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
全
員

が
マ
ス
ク
を
着
用
し
、
授
業
中
は
児

童
・
生
徒
の
間
隔
を
最
大
と
な
る
よ
う

に
配
置
、
更
に
一
授
業
で
２
回
換
気
を

行
っ
て
い
ま
す
。
学
校
で
陽
性
者
が
確

認
さ
れ
ま
し
た
が
、
感
染
拡
大
が
認
め

　
桜
井
新
町
長
は
、公
約
に「
繋

ぐ
」「
整
え
る
」「
育
む
」
を
町

政
指
針
の
柱
と
し
て
掲
げ
ら
れ
た
。「
育

む
」
で
は
、
実
現
の
た
め
の 

「
教
育
体

制
の
充
実
」
を
示
さ
れ
た
。
つ
い
て
は
、

小
布
施
町
に
お
い
て
更
な
る
少
人
類
学

級
、
20
人
学
級
へ
と
充
実
さ
せ
る
こ
と

を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。
答
弁
く
だ

さ
い
。

　
少
人
数
学
級
の
30
人
へ
、
20

人
へ
と
進
め
る
こ
と
が
、
子
ど

も
た
ち
の
学
び
や
コ
ロ
ナ
感
染
予
防
に

必
要
な
こ
と
を
、
議
員
の
質
問
で
学
ば

せ
て
い
た
だ
い
た
。

　
教
師
の
確
保
や
予
算
な
ど
、
こ
れ
ら

を
ク
リ
ア
し
な
が
ら
、
今
後
少
人
数
化

Q A

Q A

Q A

Q A

子
ど
も
た
ち
の
学
習
と
成
長
を
保
障
し
、

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
か
ら
ま
も
る
「
20
人
学
級
」
の
推
進
を

現
状
で
は
難
し
い
が
県
に
訴
え
続
け
ま
す

予
算
等
を
考
慮
し
な
が
ら
長
期
的
に
検
討
し
た
い

中
島
教
育
長

桜
井
町
長

「
育
む
」
の
公
約
実
現
に
「
更
な
る
少
人
数
学
級
化
」
を

桜
井
町
長

必
要
性
を
認
識
で
き
た
課
題
の
ク
リ
ア
を
考
え
た
い
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中
央
教
育
審
議
会
は
、
働
き

方
改
革
の
方
策
で
、「
給
食
費

の
管
理
は
教
育
本
来
の
仕
事
で
は
な

い
」
と
指
摘
。
文
部
科
学
省
は
、
全
国

の
教
育
委
員
会
に
公
会
計
化
（
自
治
体

の
会
計
に
組
み
入
れ
る
制
度
）
を
求
め

る
通
知
を
出
し
て
い
ま
す
。
現
在
の
小

中
学
校
の
給
食
費
の
徴
収
方
法
や
滞
納

状
況
は
。

給
食
費
の
徴
収
方
法
は
、
小

中
学
校
と
も
口
座
振
替
で
、
現

在
、
滞
納
者
は
お
り
ま
せ
ん
。
徴
収
事

務
は
、
町
で
任
用
し
て
い
る
学
校
事
務

職
員
が
行
っ
て
お
り
、
直
接
教
員
へ
の

負
担
は
生
じ
て
お
ら
な
い
と
認
識
し
て

い
ま
す
。

絵
本
は
、
子
供
の
情
操
教
育

に
と
て
も
大
き
な
効
果
を
及
ぼ

す
こ
と
は
当
然
と
し
て
、
大
人
に
も
心

を
癒
す
効
果
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
昔
話
や
伝
説
・
神
話
に
は
、
心
の

深
い
部
分
（
深
層
心
理
）
に
触
れ
る
も

の
も
あ
り
、
そ
れ
が
大
人
の
心
の
痛
み

を
癒
し
て
く
れ
る
と
の
こ
と
。
絵
本
の

持
つ
魅
力
を
利
用
し
、
認
知
症
予
防
対

策
と
し
て
、
社
会
参
加
を
通
じ
た
自
立

支
援
を
目
的
に
、
シ
ニ
ア
の
「
絵
本
読

み
聞
か
せ
養
成
講
座
」
を
開
催
し
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
養
成
し
て
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
。読

み
聞
か
せ
が
、
認
知
機
能

の
低
下
に
一
定
の
歯
止
め
が
か

け
ら
れ
た
と
い
う
結
果
が
あ
り
ま
す
。

読
み
聞
か
せ
の
効
果
の
啓
発
に
努
め
高

齢
者
同
士
で
読
み
手
に
な
っ
た
り
聞
き

手
に
な
っ
た
り
し
て
意
識
の
醸
成
を
図

り
な
が
ら
地
域
で
の
脳
の
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
教
室
の
関
係
者
や
認
知
症
カ
フ
ェ

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
お
い
て
、
よ

い
取
り
組
み
と
し
て
紹
介
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
読
み
聞
か
せ
の
活
動
が
自
主
的

に
広
が
る
よ
う
働
き
か
け
た
い
で
す
。

渡辺建次議員

町
は
、
令
和
２
年
４
月
１
日

よ
り
12
月
31
日
ま
で
（
ポ
イ
ン

ト
交
換
は
令
和
３
年
１
月
31
日
ま
で
）、

65
歳
以
上
の
町
民
を
対
象
と
し
た
「
お

で
こ
ポ
イ
ン
ト
」
制
度
の
実
施
実
験
を

行
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
高
齢
者
の
外
出

を
促
し
、
検
診
受
診
率
の
向
上
及
び
住

民
同
士
の
交
流
支
え
合
い
の
活
性
化
を

図
る
こ
と
。
具
体
的
に
は
介
護
予
防
教

室
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
ま
た
公
民

館
講
座
等
に
積
極
的
に
参
加
し
た
り
し

て
、
健
康
寿
命
の
延
伸
に
つ
な
げ
た
い

と
い
う
目
的
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
事
業

の
概
要
は
、
ポ
イ
ン
ト
対
象
事
業
の
参

加
者
に
、
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
（
１
ポ
イ

ン
ト
50
円
相
当
で
年
間
一
人
60
ポ
イ
ン

ト
３
０
０
０
円
ま
で
）
し
、
町
内
事
業

所
で
使
え
る
町
の
商
品
券
「
お
で
こ
商

品
券
」
と
換
券
す
る
も
の
で
す
。

①
こ
の
事
業
の
参
加
実
績
者
数
や
ポ
イ

ン
ト
の
交
換
状
況
な
ど
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

②
一
年
間
の
実
施
実
験
の
結
果
の
検
証

と
課
題
は
何
で
し
ょ
う
か
。

①
人
口
割
合
12
・
９
％
の

４
８
２
名
が
参
加
し
、
そ
の

う
ち
女
性
が
68
％
男
性
が
32
％
で
し

た
。「
お
で
こ
商
品
券
」
の
交
換
は
、

１
９
８
名
の
25
万
４
５
０
０
円
で
し
た
。

70
代
が
多
く
、「
学
び
・
交
流
」
分
野

に
参
加
さ
れ
た
こ
と
の
付
与
が
最
も
多

か
っ
た
で
す
。

②
課
題
と
し
て
は
、
男
性
の
参
加
者
が

少
な
い
こ
と
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
担
い

手
発
掘
に
働
き
か
け
る
こ
と
が
で
き
た

の
か
で
し
た
。

雪
か
き
な
ど
冬
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
へ
ポ
イ
ン
ト
が
付
与
で
き
る
よ
う
期

間
を
延
長
し
た
い
。

Q A

Q A

Q A

Q A

Q A

Q A

お
で
こ
ポ
イ
ン
ト
制
度
事
業
の実

施
状
況
と
検
証
は

永
井
健
康
福
祉
課
長

全
体
で
４
８
２
名
が
参
加
。
男
性
の
参
加
が
少
な
い

学
校
給
食
費
の

「
公
会
計
化
」
の
実
施
は

給
食
費
徴
収
事
務
は
学
校
事

務
職
員
が
行
っ
て
お
り
、
教

員
へ
の
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん

久
保
田
副
町
長

認
知
症
予
防
と
し
て
、
シ

ニ
ア
の
絵
本
読
み
聞
か
せ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
を

読
み
聞
か
せ
の
活
動
が
自
主
的
に
広
が

る
よ
う
働
き
か
け
を
行
っ
て
い
き
た
い

永
井
健
康
福
祉
課
長
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士
不
足
が
一
層
深
刻
化
し
、
保
育
の
質

の
低
下
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
保

育
士
の
離
職
率
が
高
ま
る
中
、
保
育
士

の
確
保
は
喫
緊
の
課
題
で
す
。
保
育
士

は
保
育
活
動
だ
け
で
な
く
、
コ
ロ
ナ
感

染
防
止
に
お
い
て
の
施
設
の
衛
生
・
安

全
管
理
や
連
絡
帳
な
ど
の
文
書
作
成
、

保
護
者
対
応
な
ど
様
々
な
業
務
を
こ
な

す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

保
育
に
お
け
る
問
題
点
を
明
確
化
し
、

保
育
の
質
を
支
え
る
保
育
士
の
確
保
対

策
の
強
化
が
必
要
で
す
。
そ
こ
で
、
保

育
の
質
の
確
保
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

保
育
士
の
確
保
は
近
年
、
保

育
需
要
に
対
し
て
常
に
ギ
リ
ギ

リ
の
状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。
日
常
の

保
育
に
お
け
る
事
務
作
業
の
簡
素
化
を

図
っ
た
り
、
パ
ソ
コ
ン
活
用
な
ど
工
夫

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
保
育
士
の
質
の

確
保
で
は
様
々
な
研
修
会
へ
の
参
加
や

研
修
な
ど
に
よ
り
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を

図
っ
て
い
ま
す
。

中村雅代議員

第
６
次
小
布
施
町
総
合
計
画

の
基
本
計
画
の
「
出
産
・
子
育

て
・
教
育
」
に
は
「
誰
も
が
安
心
し
て

学
べ
る
環
境
づ
く
り
と
し
て
、
困
難
や

生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
る
子
ど
も
た
ち
を

支
援
す
る
と
と
も
に
多
様
な
特
性
を
尊

重
し
、
育
め
る
居
場
所
づ
く
り
や
教
育

環
境
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
」
と
の

記
述
が
あ
り
ま
す
。
児
童
生
徒
個
々
の

教
育
的
ニ
ー
ズ
に
応
え
う
る
多
様
な
学

び
の
場
を
整
備
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
発
達
を
き
め
細
か
く
支
援

す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ
こ
で
伺
い

ま
す
。

関
係
機
関
と
の
継
続
的
な
支
援
、
切

れ
目
の
な
い
支
援
や
一
人
ひ
と
り
の
教

育
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
指
導
に
関
し
て
、

医
療
機
関
や
児
童
発
達
セ
ン
タ
ー
な
ど

外
部
機
関
と
の
連
携
が
ど
の
よ
う
に
な

さ
れ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
担
任
及
び

学
校
関
係
者
と
保
護
者
と
の
良
好
な
関

係
の
構
築
や
よ
り
充
実
し
た
支
援
を
受

け
ら
れ
る
た
め
に
、
教
育
を
担
う
人
材

の
育
成
を
今
後
ど
の
よ
う
な
お
考
え
か
。

小
中
学
校
に
そ
れ
ぞ
れ
知
的

障
害
・
情
緒
障
害
ク
ラ
ス
を
設

置
す
る
ほ
か
、
小
学
校
で
は
特
別
支
援

教
育
支
援
員
６
名
を
配
置
し
対
応
し
て

い
ま
す
。
幼
保
に
は
療
育
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
、
作
業
療
法
士
、
保
健
師
、

教
育
支
援
相
談
員
等
で
チ
ー
ム
を
組
ん

で
巡
回
訪
問
し
、
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を

行
い
具
体
的
な
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

移
行
支
援
会
議
も
行
っ
て
い
ま
す
。

人
材
育
成
に
つ
い
て
は
町
単
独
と
言

う
よ
り
国
や
県
な
ど
と
と
も
に
取
り
組

む
課
題
で
あ
り
ま
す
が
、
町
で
も
教
育

相
談
員
や
臨
床
心
理
士
・
精
神
保
健
福

祉
士
に
よ
る
指
導
や
相
談
・
研
修
も

行
っ
て
い
ま
す
。

二
〇
一
九
年
十
月
よ
り
幼
児

教
育
・
保
育
の
無
償
化
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
の
課
題

と
し
て
、
新
た
な
利
用
希
望
や
長
時
間

保
育
が
増
え
、
待
機
児
童
問
題
や
保
育

Q A

Q A

Q A

Q A

～インクルーシブ教育～

当
町
に
お
け
る
発
達
特
性
に
応
じ
た

学
習
環
境
づ
く
り
の
推
進
に
つ
い
て

中
島
教
育
長

継
続
的
な
サ
ポ
ー
ト
を
続
け
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す

保
育
の
質
の
確
保
に
つ
い
て

保
育
士
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を

図
っ
て
い
ま
す

藤
沢
教
育
次
長

 

 

026-214-9110

☆勤務形態や申込み方法など、詳しくは町ホームページをご確認ください☆ 

小布施町教育委員会 
子ども支援係 

小布施町大字小布施 1491-2 
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小林一広議員

最
近
、
小
布
施
橋
の
小
布
施

側
と
豊
野
側
の
人
の
往
来
、
通

行
が
非
常
に
増
え
て
い
ま
す
。
歩
行
通

行
者
の
安
全
の
確
保
が
必
要
と
考
え
て

い
ま
す
。

小
布
施
側
で
は
、
小
布
施
橋
の
手
前

を
堤
防
か
ら
堤
防
へ
横
断
す
る
人
が
増

え
て
お
り
ま
す
。
小
布
施
橋
の
橋
下
を

通
行
で
き
る
よ
う
に
す
べ
き
で
は
な
い

か
。豊

野
側
で
は
、
小
布
施
橋
か
ら
国
道

に
向
か
う
間
に
歩
道
の
な
い
箇
所
が
あ

り
ま
す
。
通
学
、
通
勤
で
利
用
さ
れ
て

い
る
方
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
歩
道

の
設
置
を
提
案
し
ま
す
が
考
え
方
に
つ

い
て
は
、
必
要
と
考
え
る
が
。

小
布
施
側
の
横
断
中
に
事
故

が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
考
え

ま
す
。
マ
ラ
ソ
ン
の
コ
ー
ス
の
利
用
を

案
内
看
板
の
設
置
に
よ
り
誘
導
を
す
る

な
ど
対
応
を
し
ま
す
。

豊
野
側
の
歩
道
は
４
２
０
ｍ
未
整
備
。

用
地
買
収
の
協
力
が
得
ら
れ
て
い
な
い

の
で
、
早
期
事
業
促
進
を
要
望
し
て
い

ま
す
。

Q A

Q A

①
県
、
国
の
宣
言
に
対
し
て
小

布
施
町
も
具
体
的
な
実
施
策
を

講
じ
る
べ
き
と
思
う
が
。

②
世
界
の
流
れ
は
化
石
燃
料
車
の
販
売

を
や
め
電
気
自
動
車
の
普
及
に
傾
い
て

県
・
国
の
２
０
５
０
年
度

二
酸
化
炭
素
排
出
量
ゼ
ロ

に
向
け
小
布
施
町
は

令
和
４
年
度
か
ら
本
格
化
を
目
指

し
Ｅ
Ｖ
車
は
導
入
の
検
討
す
る

須
藤
企
画
政
策
課
長

い
る
。
環
境
へ
の
対
応
や
非
常
用
電
力

と
し
て
の
重
要
性
。
小
布
施
町
も
公
用

車
を
積
極
的
に
電
気
自
動
車
に
。

③
家
庭
で
の
普
及
を
も
っ
と
高
め
て
い

た
だ
く
た
め
に
も
電
気
自
動
車
導
入
の

補
助
金
等
は
検
討
で
き
な
い
か
。

④
地
球
温
暖
化
問
題
を
一
人
ひ
と
り
に

意
識
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
も
町
民
の

方
か
ら
金
額
の
問
題
で
な
く
小
布
施
町

の
環
境
対
策
へ
の
協
力
金
等
の
導
入
制

度
は
検
討
で
き
な
い
か
。

①
「
世
界
首
長
誓
約
」
へ
の
署

名
を
行
い
２
０
３
０
年
に
向
け

て
動
き
出
し
た
と
こ
ろ
。「
気
候
変
動

エ
ネ
ル
ギ
ー
行
動
計
画
」
の
策
定
を
行

い
令
和
４
年
度
か
ら
本
格
化
を
目
指
し

ま
す
。

②
周
辺
市
町
村
の
動
向
も
参
考
に
さ
せ

て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
導
入
の
検
討
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

③
町
独
自
の
補
助
金
と
な
る
と
財
政
的

な
観
点
か
ら
難
し
い
状
況
。

④
公
平
性
の
観
点
等
か
ら
住
民
の
皆
様

に
理
解
を
得
る
こ
と
は
現
状
で
は
難
し

い
と
考
え
ま
す
。

　
当
面
は
、
気
候
変
動
エ
ネ
ル
ギ
ー
行

動
計
画
を
通
じ
て
、
住
民
の
皆
様
と
意

見
交
換
を
活
発
に
行
う
こ
と
で
、
協
働

の
在
り
方
を
模
索
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

Q A

Q A

林
建
設
水
道
課
長
補
佐

小
布
施
橋
の
小
布
施
側
と

豊
野
側
の
歩
行
通
行
者
の
安
全
の
確
保
を

小
布
施
側
は
、
案
内
看
板
に
て
対
応

豊
野
側
は
、
用
地
買
収
の
得
ら
れ
て
い
な
い
。
早
期
促
進
を
要
望

豊野側の歩道の無い道路

小布施側の横断で危険な小布施橋

蓄電池として利用できる電気自動車
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②
栗
の
植
栽
が
増
え
る
と
並
行
し
て

落
葉
の
苦
情
も
増
え
て
き
ま
す
。
栗
の

葉
は
「
よ
じ
れ
葉
」
の
た
め
風
に
舞
い

や
す
い
。
特
に
春
先
は
河
川
に
舞
い
込

ん
だ
落
葉
は
水
路
に
詰
ま
り
越
水
被
害

を
起
こ
し
て
い
ま
す
。
解
決
策
の
一
例

と
し
て
は「
落
葉
の
飛
散
防
止
ネ
ッ
ト
」

の
設
置
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
Ｊ
Ａ
の
栗

部
会
・
栗
菓
子
店
等
と
協
議
し
て
補
助

金
制
度
を
考
え
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

③
最
近
「
焼
き
栗
」
が
新
た
な
小
布

施
の
「
名
物
」
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

来
訪
者
に
と
っ
て
は
小
布
施
の
現
地
で

栗
を
気
軽
に
食
べ
れ
る
の
で
好
評
で
す
。

ま
た
、先
進
者
に
よ
っ
て
「
栗
拾
い
」

の
収
穫
体
験
が
で
き
る
圃
場
を
提
供
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。「
栗
拾
い
の
体
験
」

は
魅
力
的
な
観
光
資
源
だ
と
思
い
、
組

織
的
な
取
組
み
の
検
討
を
お
願
い
し
ま

す
。
ま
た
、「
栗
拾
い
体
験
ツ
ァ
ー
」

は
栗
農
家
の
「
栗
拾
い
」
の
労
力
の
軽

減
に
も
貢
献
で
き
る
の
で
実
現
を
希
望

し
ま
す
。

小渕　晃議員

小
布
施
町
の
農
地
面
積
は
約

806
㏊
で
、
そ
の
う
ち
で
13
㏊
が

「
遊
休
農
地
」
で
す
。
よ
っ
て
遊
休
農

地
の
比
率
は
約
２
％
に
な
り
ま
す
。
ち

な
み
に
長
野
県
は
約
19
％
、
全
国
は
約

11
％
で
す
の
で
、
そ
れ
と
比
較
を
し
て

も
低
く
立
派
な
数
値
で
す
。

小
布
施
町
が
遊
休
農
地
を
少
な
く
抑

え
ら
れ
て
い
る
の
は
町
の
地
形
が
松
川

扇
状
地
で
あ
る
こ
と
と
、
農
作
業
の
省

力
化
の
可
能
な
栗
畑
へ
の
転
用
に
よ
る

も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
小
布
施
町
の

栗
の
栽
培
面
積
は
68
㏊
、
収
穫
量
は

236
ｔ
で
、
い
ず
れ
も
長
野
県
で
１
位
で

す
。
ま
た
、
地
元
の
「
栗
菓

子
店
」
へ
高
値
で
多
量
に
販

売
で
き
る
と
い
う
、
他
市
町

村
に
は
な
い
好
環
境
下
に
も

あ
り
ま
す
。

小
布
施
栗
の
ブ
ラ
ン
ド
力

の
維
持
向
上
と
農
家
の
収
入

を
確
保
し
、
荒
廃
農
地
を
作

ら
な
い
た
め
に
も
、
栗
の
普

及
を
よ
り
進
め
ら
れ
る
こ
と

を
望
み
ま
す
。

①
町
に
は
栗
苗
の
購
入
に

対
し
て
の
補
助
制
度
が
あ
り

ま
す
が
、
今
ま
で
の
実
績
と

成
果
そ
し
て
今
後
の
対
策
に

つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
ま
す
か
。

Q A

①
栗
の
苗
木
の
補
助
事
業
は

栗
栽
培
の
普
及
・
促
進
を
図
る

た
め
今
年
で
12
年
目
に
な
り
、
８
千
余

本
・
453
件
の
支
援
実
績
で
す
。
こ
の
事

業
の
狙
い
は
栗
生
産
者
の
意
識
を
高
め

栽
培
技
術
の
向
上
や
品
質
の
向
上
、
そ

し
て
栗
の
ブ
ラ
ン
ド
力
強
化
の
た
め
の

取
組
み
は
今
後
も
継
続
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

②
近
年
は
生
産
者
自
ら
「
落
葉
の
飛

散
防
止
ネ
ッ
ト
」
を
設
置
し
、
飛
散
防

止
に
努
め
て
い
た
だ
い
て
い
る
農
家
が

増
加
し
て
い
ま
す
。

更
に
栗
部
会
の
皆
様
と
連
携
を
し
つ

つ
、
耕
作
者
に
周
知
を
し
て
ま
い
り
ま

す
。
町
と
し
て
は
幼
木
期
ま
で
は
支
援

を
し
ま
す
が
、
収
穫
が
で
き
よ
う
に

な
っ
た
栗
畑
は
生
産
者
の
責
任
で
管
理

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

③
「
栗
拾
い
体
験
ツ
ア
ー
」
は
魅
力

的
な
観
光
資
源
と
考
え
て
い
ま
す
が
、

日
々
の
入
園
者
数
が
確
保
で
き
な
い
と

採
算
が
取
れ
な
い
、
栗
の
イ
ガ
に
よ
る

危
険
防
止
対
策
な
ど
の
課
題
が
あ
り
ま

す
。
Ｊ
Ａ
栗
部
会
員
や
栗
を
生
産
し
て

い
る
皆
様
が
連
帯
を
図
り
な
が
ら
、「
栗

拾
い
体
験
ツ
ア
ー
」
の
実
現
に
向
け
組

織
的
な
取
組
み
の
動
き
が
あ
れ
ば
、
町

と
し
て
も
で
き
る
限
り
の
支
援
に
勤
め

て
ま
い
り
ま
す
。

Q A

冨
岡
産
業
振
興
課
長

荒
廃
農
地
対
策
の
た
め
に
も
、

栗
の
普
及
を
よ
り
進
め
ま
す

栗
栽
培
の
更
な
る
振
興
の
た
め
に

荒廃農地が立派な「栗園」に!!
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つ
い
て
の
提
言
で
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
を
主
因
と
し
た
外
出
抑
制

等
か
ら
公
共
交
通
に
お
け
る
乗
客
の
減

少
が
あ
り
ま
す
。「
変
動
料
金
制
」
の

導
入
に
つ
い
て
、
来
町
者
の
多
い
小
布

施
町
が
当
協
議
会
に
検
討
等
提
案
す
る

こ
と
を
提
言
し
ま
す
。
ま
た
、
地
域
活

性
化
策
と
し
て
の
小
布
施
・
都
住
両
駅

で
の
二
次
交
通
の
整
備
及
び
貨
客
混
載

事
業
と
し
て
、
須
坂
市
及
び
高
山
村
観

光
協
会
と
連
携
し
た
ｅ
バ
イ
ク
で
の

楽
々
観
光
や
、
サ
イ
ク
リ
ス
ト
用
自
転

車
の
積
込
み
に
つ
い
て
も
提
言
し
ま
す
。

⑶
執
行
体
制
に
つ
い
て

【
提
言
】

　
平
成
２
９
年
３
月
策
定
し
た
「
小
布

施
町
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
」
を

推
進
す
る
た
め
、
横
断
的
な
組
織
の
設

置
を
提
言
し
ま
す
。

　
町
有
施
設
等
の
老
朽
化
対
策
、
既
存

施
設
の
転
用
、
共
同
設
置
等
に
よ
り
、

総
量
縮
小
を
推
進
し
、
経
営
的
視
点
に

基
づ
き
施
設
全
体
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を

行
い
、
財
政
負
担
の
軽
減
、
町
有
財
産

の
総
量
縮
小
・
利
活
用
を
推
進
す
る
こ

と
を
組
織
設
置
の
主
旨
と
し
ま
す
。

　
ト
ッ
プ
は
町
長
と
し
ま
す
。
そ
の
推

進
組
織
の
元
、
軽
易
な
案
件
や
具
体
的

な
協
議
を
行
い
推
進
組
織
へ
の
提
言
を

行
う
部
会
の
設
置
も
提
言
し
ま
す
。

⑴
・
⑵

必
要
性
、
緊
急
性
を
査
定
の
視

点
と
し
、
財
政
調
整
基
金
等
の
取
崩
し

等
も
行
い
、
縮
小
、
廃
止
は
行
わ
ず
、

必
要
な
事
業
を
編
成
し
ま
し
た
。
新
規

事
業
は
、
小
・
中
学
校
特
別
教
室
の
エ

ア
コ
ン
設
置
、
重
点
と
し
て
千
曲
川
増

水
対
策
へ
の
取
組
み
等
々
で
す
。

⑶
執
行
体
制
提
言

　
公
共
施
設
の
効
果
的
運
用
を
推
進
す

る
た
め
の
横
断
的
組
織
の
設
置
が
必
要

と
考
え
ま
す
。
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

（
財
務
課
長
）

【
提
言
そ
の
１
】

　
電
力
利
用
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、

太
陽
光
発
電
の
導
入
や
消
費
電
力
の
削

減
策
等
検
討
を
進
め
、
電
力
調
達
は
、

環
境
基
準
の
導
入
に
向
け
た
調
査
を

行
っ
て
い
ま
す
。
太
陽
光
発
電
導
入
は

環
境
意
識
の
高
揚
等
か
ら
景
観
へ
の
影

響
を
再
度
考
慮
し
、検
討
し
ま
す
。（
総

務
課
長
）

【
提
言
そ
の
２
】

　
当
協
議
会
に
お
け
る
「
変
動
料
金

制
」
の
提
言
は
、
事
業
の
経
営
面
に
及

ぶ
こ
と
か
ら
す
べ
き
も
の
で
な
い
と
考

え
ま
す
。
な
お
、
貨
客
混
載
等
の
提
言

も
、
現
在
の
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
で
は
提

案
が
難
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。（
建

設
水
道
課
長
）

寺島弘樹議員

　
新
町
長
の
元
、「
事
業
の
棚

卸
し
」
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

新
町
長
の
公
約
、
町
政
に
関
す
る
意
思

を
実
践
へ
と
具
現
化
し
、
事
業
執
行
へ

と
落
と
し
込
ん
で
い
く
こ
と
が
、
新
町

長
を
迎
え
、
ま
ず
職
員
に
求
め
ら
れ
る

も
の
と
考
え
ま
す
。
次
年
度
予
算
編
成

に
つ
い
て
は
、
新
町
長
の
キ
ッ
ク
オ
フ

事
業
と
な
り
、
一
定
の
事
業
及
び
政
策

に
再
評
価
、
転
換
、
決
別
等
と
な
る

予
算
編
成
に
町
民
の
大
き
な
期
待
が

集
ま
る
も
の
と
考
え
ま
す
。「
種
ま
き
」

事
業
着
手
構
想
か
ら
、
骨
太
の
予
算

構
築
に
至
る
ま
で
、
事
業
評
価
を
ベ
ー

ス
に
限
ら
れ
た
財
源
を
捻
出
し
つ
つ
、

編
成
す
べ
き
予
算
並
び
に
事
業
の
執

行
体
制
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

⑴
新
規
事
業
等
の
内
容
に
つ
い
て

　
新
規
事
業
、
重
点
事
業
並
び
に
既
存

事
業
の
再
評
価
等
に
よ
る
見
直
し
を

行
っ
た
事
業
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

⑵
予
算
編
成
に
つ
い
て

　
業
務
プ
ロ
セ
ス
の
見
直
し
、
Ａ
Ｉ
等

先
端
技
術
の
活
用
、
新
た

な
歳
入
確
保
策
等
に
よ
り

持
続
的
な
財
政
運
営
を
目

指
し
、「
こ
う
な
っ
た
ら

い
い
ね
」
と
い
う
、
２
０
３
０
年
の
近

未
来
に
お
け
る
予
算
の
編
成
を
期
待
し

ま
す
。

【
提
言
そ
の
１
】

　「
グ
リ
ー
ン
化
」
が
日
常
用
語
と
な

り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
重
要
な
こ
と
は
宣

言
・
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
ア
ピ
ー
ル
性
を
超

え
、達
成
の
た
め
の
実
効
的
な
技
術
的
・

経
済
的
視
点
と
具
体
的
な
工
程
表
を
据

え
る
こ
と
と
考
え
、
提
言
し
ま
す
。

　
庁
舎
内
で
の
電
力
利
用
に
つ
い
て
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
温
暖
化
ガ
ス

を
排
出
し
な
い
「
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

電
源
」
へ
切
替
え
、
調
達
比
率
の
向
上

を
目
指
し
、
以
降
、
炭
素
目
標
を
掲
げ

て
い
く
こ
と
と
し
ま
す
。
庁
舎
内
で
率

先
し
、
順
次
、
町
内
の
家
庭
・
事
業
所

等
に
再
生
エ
ネ
の
普
及
を
促
し
ま
す
。

そ
の
他
と
し
て
、

・
断
熱
リ
フ
ォ
ー
ム
に
よ
る
省
エ
ネ
や

エ
コ
住
宅
へ
の
普
及
事
業
へ
の
取
組
み

・
公
共
施
設
へ
の
太
陽
光
発
電
の
積
極

的
導
入
等

【
提
言
そ
の
２
】

　
地
域
連
携
長
野
電
鉄
長
野
線
沿
線
活

性
化
協
議
会
の
機
会
を
活
用
し
た
交
通

基
盤
の
整
備
・
公
共
交
通
の
活
性
化
に

Q A

Q A

財
務
課
長
・

総
務
課
長
・

建
設
水
道
課
長

予
算
編
成
は
重
要
度
等
の
視
点
か
ら
事
業
を
査
定
、
脱
炭
素
社
会
の
実
現
は
、
電

力
調
達
基
準
の
調
査
を
進
め
て
い
ま
す
。
公
共
交
通
の
活
性
化
は
、
検
討
し
ま
す

評
価
、
転
換
、
決
別
等
を
明
確
に
し
た
未
来
型
予

算
編
成
の
構
築
及
び
新
た
な
執
行
体
制
に
つ
い
て
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議議
会会

日日
誌誌

　昨
年
度
か
ら
今
年
度
に
か
け
て
「
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
」
で
町

行
事
や
イ
ベ
ン
ト
、
集
会
な
ど
の
多
く
が

自
粛
や
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ス
タ
ン
ス
が
当

た
り
前
と
な
り
、
人
と
人
と
が
距
離
を
置

き
、
交
流
、
行
動
に
注
意
を
払
わ
け
れ
ば

な
ら
な
い
日
常
が
続
い
て
い
ま
す
。

　議
会
に
お
い
て
も
様
々
な
行
事
や
活
動

が
制
限
さ
れ
る
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
オ

ン
ラ
イ
ン
で
の
活
動
や
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク

な
ど
、
新
た
な
形
で
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。    活　動

  研修会
視　察

   活　動
  研修会
視　察

令
和
二
年
十
一
月
十
三
日

農
林
水
産
省
、
林
野
庁
、
国
土
交
通
省
、

厚
生
労
働
省
、
総
務
省
へ

令
和
二
年
十
一
月
十
三
日

全
国
町
村
会
館

県
選
出
国
会
議
員
十
一
名
と
意
見
交
換

を
行
う

令
和
二
年
十
一
月
十
八
日

長
野
市

　ホ
テ
ル
犀
北
館

令
和
二
年
十
一
月
二
十
五
日

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル

令
和
三
年
二
月
九
日

信
州
医
療
セ
ン
タ
ー

令
和
三
年
二
月
十
二
日

小
布
施
町
講
堂

講
師

　宮
嵜
康
史
氏

長
野
県
町
村
議
会
議
長
会

令
和
三
年
二
月
十
七
日

須
坂
市
消
防
本
部

令
和
三
年
三
月
十
一
・
十
二
日

北
斎
館

県
町
村
会
、
県
町
村
議
長
会
で

各
省
庁
へ
要
望
運
動

県
町
村
会
、
県
町
村
議
長
会
で

県
選
出
国
会
議
員
へ
の
要
望
運
動

県
知
事
へ
の
要
望
活
動

町
村
議
長
全
国
大
会

信
州
医
療
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会

町
議
会
議
員
研
修
会

須
高
広
域
消
防
運
営
協
議
会

北
斎
館
理
事
会
・
評
議
員
会


